
【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

課題・問題点はないため。 ）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

尾﨑　充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

市内文化財の指定、登録 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

146事 務 事 業 名 文化財保護審議会運営事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

文化財保護法・小金井市文化財保護条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

市民文化の創造 歴史的文化遺産の保存と継承

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

市内の文化財の指定及び登録により、所有者に対し保存管理に対する意識を向上させ、文化財の散逸
を防ぐとともに、一般市民に周知させ、文化財保護の意識を向上させる。

文化財所有者、一般市民

文化財の指定・登録について、年４回開催される会議に諮問、審議を行い答申を得る。文化財保護審議
員は学識経験者７人で構成される。

市民文化

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

市文化財指定、登録の諮問、審議、答申を得た。

（

（ 条例整備、新委員を補充委嘱するなどし、委員会の活性化図っている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

年４回審議会を開催し、新たに指定、登録する市内文化財の諮問・審議を行い、年度内に教育委
員会の答申を得た。指定文化財８件・登録文化財７件

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

7,000再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

審議会の修養任務は、文化財の指定・登録審議である。22年度は、新たに指定文化財8件の指定、登録文化財7件の登録審議
を行い、成果があった。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 28 28 28

委員会への委員の出席日数 実績値 22 26

4 4 4

審議会の開催回数 実績値 4 4指
標
１

活
動
量

文化財保護審議会 回 目標値

成
果

審議会出席者数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

224,000 254,000

当初予算額 284,000 284,000 284,000

決算額 224,000 254,000

1,564,000 1,513,000 1,452,000

89.44%78.87%

0

一般職員人件費 1,564,000 1,513,000 1,445,000

一般職員工数(人/年) 0.170 0.170 0.170

0

1,788,000 1,767,000 1,736,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.002

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

81,272.727 67,961.538 62,000.000

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 16.062 15.802 15.326

0 0 0

純支出額　C(A-B) 1,788,000 1,767,000 1,736,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

資料収集に関し総務課文書係や議会事務局等に協力を求める。 ）

）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

近代部会は既刊資料集の内容調査活動が始まり、月1回部会を開催し、共通理解を深めている。
現代部会は、近隣自治体史の構成等について調査活動を実施した。市民協力員は年表等の詳
細調査等を実施した。

根 拠 法 令 等

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

尾﨑　充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

近代部会・現代部会を発足させ、調査活動に入る

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

147事 務 事 業 名 市史編さん委員会運営事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

小金井市史さん委員会条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

）

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

市民文化の創造 歴史的文化遺産の保存と継承

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

市民の郷土に関する知識及び理解を深め、市勢の発展に資することを目的とする。

一般市民向けに、年次計画に基づき『小金井市史』資料編5冊、通史編2冊等を刊行する。

市史編委員は学識経験者３人、市民３人、市職員2人で構成される。会議は年3回開催され、市史編さん
の経過報告及び編さん方針について協議する。

市民文化

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

近代部会（編集委員１人・調査員3人）、現代部会（編集委員1人・調査員１人）、市民協力員2人を
委嘱し、活動が開始された。

（ 全庁的な協力体制

（ 22年度から、市史編さん委員会に、編集委員の出席を求め、会議の内容を深めることにした。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

成
果

24 24

委員会出席者数 実績値 17 19

名称

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

　市制施行50周年（平成21年度）を契機に、平成30年までに『小金井市史』（通史2巻・資料編5巻）を刊行することを目的に、編
集委員の選定、編集方針等を決定する。現状では、部会活動等、順調に進んでいる。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

指
標
２

活
動
量

目標値

700,000再任用職員人件費 0

実績値

目標値

目標値 24

3 3 3

開催日数 実績値 3 3指
標
１

活
動
量

市史編さん委員会 日 目標値

成
果

市史編さん委員会出席委員数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

162,000 162,000

当初予算額 273,000 183,000 183,000

決算額 162,000 162,000

2,162,000 2,091,500 997,500

88.52%59.34%

0

一般職員人件費 2,162,000 2,091,500 297,500

一般職員工数(人/年) 0.235 0.235 0.035

0

0

2,324,000 2,253,500 1,180,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.200

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

136,705.882 118,605.263 49,187.500

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 20.877 20.153 10.422

0 0

純支出額　C(A-B) 2,324,000 2,253,500 1,180,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

）

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

文化的都市環境の整備 文化施設の整備

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

①市指定史跡である旧浴恩館の建物を保存・公開、郷土資料の保存・展示施設及び文化財保護事業の
活動拠点として活用する。②市民等に市の歴史や文化財、浴恩館について理解を深めてもらうことを目
的とする。

小金井市の文化財や歴史に関心のある市民等、郷土学習に利用する市内の小中学生

非常勤嘱託職員による施設の維持管理、公開

市民文化

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

２１年度３，５３１人　→　２２年度４，０１８人　入館者数が増加した。

（ 入館者数があまり伸びないこと

（
常設展、企画展の情報や、講座の情報などを、市報のほか市のＨＰや東京都三多摩公立博物館
協議会のＨＰにも掲載し、広報するようにした。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

152事 務 事 業 名 文化財センター維持管理事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　■条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

文化財センター条例、施行規則

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

施設の維持管理、常設展示、企画展示（年２回）、はたおり体験教室の実施（６回）、古文書講座・
講演会等開催、学習室の貸出、廃水処理・トイレ修繕。

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　■施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

尾﨑　充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

入館者数の増加を図る。 ）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

①常設展示の定期的な展示替えの検討　②入館者増が見込める企画展等の計画　③ＰＲの工
夫

）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　■市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

0 0

純支出額　C(A-B) 27,362,943 7,621,254 7,815,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

7,749.347 1,896.778 1,736.778

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 245.802 68.156 68.996

0

27,362,943 7,621,254 7,815,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.200

嘱託職員人件費 6,072,720 2,243,760

8,280,720 4,379,760 3,836,500

96.47%92.70%

2,244,000

一般職員人件費 2,208,000 2,136,000 892,500

一般職員工数(人/年) 0.240 0.240 0.105

0

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

19,082,223 3,241,494

当初予算額 20,586,000 3,360,000 3,979,000

決算額 19,082,223 3,241,494

291 297 297

年間の当施設の開館日数 実績値 291 297指
標
１

活
動
量

文化財センター開館日数 日 目標値

成
果

文化財センター年間入館者数 人

名称

説明

目標値

700,000再任用職員人件費 0

実績値

目標値

目標値 3500

名称

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

２２年度は入館者数の増加を図るため、企画展や講座を開催した。また、市のＨＰのほか、東京都三多摩公立博物館協議会の
ＨＰでも文化財センターの情報を掲載・更新し、広報に努めた。これらの改善により、入館者数は前年度に比べ約14％増加し
た。今後さらに多くの方に文化財センターを活用していだだけるよう、展示内容、広報手段を改善していきたい。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

指
標
２

活
動
量

名称

説明

名称

説明

成
果

4000 4500

年間の当施設の入館者数 実績値 3531 4018



【事業概要】

（ 学校や地域への本事業の広報が不足している。スタッフが定着しない。

（ 各小学校区に実行委員会を組織し地域にあった活動を地域の方と保護者で実施する。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

活動の強弱があるが全小学校区で放課後子ども教室が開設され、参加者２６，９１０人・スタッフ
３，２４３人と参加者が定着しつつある。

）

放課後の安全安心な居場所づくり及び子ども達が地域社会の中で、心豊かに健やかに育まれる環境づ
くりを推進する。

すべての子どもを対象とするが主な対象は児童とする。

地域の方々の参画を得て、子供たちに勉強やスポーツ・文化・芸術活動地域住民との交流活動等の機
会を提供する。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

各小学校区で活動の強弱があるが確実に実施されている。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

小金井市放課後子どもプラン事業実施要綱・小金井市放課後子どもプラン運営委
員会設置要綱

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 □全部直営　　■一部委託（□公共的団体　■民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

190事 務 事 業 名 放課後子どもプラン事業

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

９小学校区に実行委員会を設け地域にあった活動を推進する。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　■補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

　尾﨑　充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

全小学校区に実行委員会を組織し地域にあった活動を地域の方と保護者で円滑に運営する。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　■市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 4,525,611 4,643,569 5,196,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 40.654 41.527 45.875

5,579,000 6,001,000 7,165,000

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

6,825.959 7,166.002 11,547.778

116,041.308 119,065.872

0 0 0

115,477.778

国・都支出金の合計　(③) 5,579,000 6,001,000 7,165,000

10,104,611 10,644,569 12,361,500

再任用職員工数(人/年) 0.500 0.400 0.400

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 46,000 44,500 42,500

一般職員工数(人/年) 0.005 0.005 0.005

1,440,000

決算額 8,558,611 9,160,069

1,546,000 1,484,500 1,442,500

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

8,558,611 9,160,069

当初予算額 8,558,611 9,160,069 10,919,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

参加人数 人 目標値

成
果

実施回数 回

名称

説明

22500 22500 22500

参加人数 実績値 29436 26910

教室数 教室

目標値 450 450 450

各小学校区で毎週１回以上実施を目指す 実績値 663 648

実績値 1011 958指
標
２

活
動
量

ボランティア参加人数 人 目標値

成
果

活動量 　■拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　■拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

各小学校区で多彩な教室を開催する 実績値 39 39

45

再任用職員人件費 1,500,000

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

地域と保護者の協力連携体制を作ることは時間がかかるが、着実にスタッフ参加者が増えている。実施に際しての広報不足等
もあるので、各小学校区の実行委員会等を通して地域に合った広報活動を推進し着実に事業を地域に定着させる方向で実施
することが望まれる。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

900 900 900

保護者と地域の方の参加で実施する事業のためボラン
ティアの参加が必要

名称

説明

目標値 45 45

1,400,000

名称

説明

名称

説明



【第２次評価】（他課の管理職者による評価）

【第３次評価】（庁内部長職者で構成する行政評価会議による評価）

平成２３年度事務事業評価シート③　（評価対象：平成２２年度事業）

１ 次 評 価 及 び ヒ ア リ ン グ を 踏 ま え た ２ 次 評 価

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　■要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　■拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

１ 次 評 価 及 び ２ 次 評 価 を 踏 ま え た ３ 次 評 価

　本事業は、「放課後に子どもたちの安全な居場所づくりを、地域社会の中で実施する」という教育、子育て支援、地域との連
携、市民協働の観点から極めて重要な事業であり、担当も第一次評価において活動量も予算も拡大するとしている。しかしなが
ら掲げている目標では「学校区に実行委員会を設け地域にあった活動を推進する」とあり、見直し実績についても「実行委員会
による」とある。また、活動量の参加者26,910人、実施回数648回については、事務報告書によれば参加人数26,910人のうち児
童は25,497人であり、5,231人の市立小学生児童から考えると一人平均年5回以下の利用という事となり、648回の開催も9校か
ら考えると１校当たり72回の開催という事では、事業目的である放課後の居場所づくりとしては、更なる事業自体の拡大が必要
と思われる。課題としている「学校や地域への広報不足が不足している」というのも早急に改善すべきであるが、その事につい
ても本事業についての周知が利用する児童、保護者と参画する地域の方々両方に不足していると思われるし、そもそも、「各校
区で週1回以上実施を目指す」という事ではなく、どのように活動量を拡大するのかについて、事業目的から考慮した市の方針
を明確にする必要がある。その上で設置している運営委員会での検討をして、同課で実施しているコーディネータボランティア開
設事業等も十分活用され、そのうえで地域や学校、実行委員会への事業実施への協力を求める等抜本的な事業の見直しが必
要である。社会状況の変化や次世代育成支援の観点から考えて、多様化するニーズも踏まえた放課後の居場所づくりとなるよ
う、他市の状況なども研究のうえ実施される事が必要であると評価する。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量

　本事業については、市民協働によるまちづくりを実現するために、柱となる事業のひとつと言える。より多くの地域の方々の協
力のもと、事業を充実してもらいたい。
　しかしながら地域に対する事業の周知不足、事業の趣旨に沿った教室運営、学校区ごとの活動に差があることなど課題も多
く、現行の事業の在り方も含め、より多くの市民の方々との協働が図られるよう取組を行っていただきたい。
　以上を踏まえ、活動量は協働化も含めた要改善、予算は現状と評価する。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　■要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化



【事業概要】

（

（ 講座内容、講座開設日程、時刻等を毎年検討している。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

小金井市１０講座１２２人、国分寺市１０回２４３人、小平市１０回４７７人の実績があった。 ）

生涯学習の場での質の高いボランティア(教育支援人材)の養成を行うこと。

市民

小金井市、国分寺市、小平市及び東京学芸大学と連携し年間3０回の講座を開講。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

各市の地域が必要としている講座内容で実施できた。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　□規則・規程・要綱　■なし　）

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 □全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　■全部委託（■公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

192事 務 事 業 名 コーディネーター・ボランティア開設事業

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

放課後子ども教室や生涯学習の場でボランティアとして積極的に参加していただける人材育成支
援。

）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

　尾﨑　充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
□あり→
■なし

（

現在の方式で事業が前進しているため。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 899,000 657,500 645,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 8.076 5.880 5.699

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

1,140.863 780.879 860.667

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

899,000 657,500 645,500

再任用職員工数(人/年) 0.200 0.100 0.100

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 46,000 44,500 42,500

一般職員工数(人/年) 0.005 0.005 0.005

360,000

決算額 253,000 253,000

646,000 404,500 392,500

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

253,000 253,000

当初予算額 253,000 253,000 253,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

講座の開催回数 回 目標値

成
果

参加者数 人

名称

説明

30 30 30

小金井市、国分寺市、小平市、東京学芸大学の連携に
よる開催回数

実績値 31 30

目標値 750 750 750

小金井市、国分寺市、小平市、東京学芸大学の連携に
よる講座の参加者

実績値 788 842

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 600,000

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

講座内容について毎年、参加者のニーズに沿ったカリキュラムとしているので概ね好評である。実施場所時間、曜日等の検討
が積み重ねた結果と思慮される。今後も同様の方法で継続実施することが望まれる。また、研修参加後の活動場所の確保が
課題である。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

350,000

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

①広報活動(駅舎、大学構内、着付け店、美容院などにポスターの掲示をする等)
②～④は具体的手法は無い。

）

）

□あり→
■なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

式典出席者数６５１人

根 拠 法 令 等

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

尾﨑　充男

□環境関連　　■男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

事故等が発生しないような安全な式典運営をする。

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

193事 務 事 業 名 成人の日記念行事事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　□規則・規程・要綱　■なし　）

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

）

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち(文化と教育)

郷土小金井への愛着と、成人としての自覚を高めるとともに、新成人相互の交流・親睦を深めることを目
的とする。

当該年度に満２０歳に達する新成人

国民の休日の成人の日に記念行事として、市内に会場を設け、式典等を実施する。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

若干の損壊などはあったが怪我人等は出ず、概ね達成できた。

（
①実行委員の確保の難しさ。②現段階で今年度の会場が決定していないこと。③記念品の内容
について廃止も視野に入れ再度検討する必要がある。

（ 会場や実施形態の変更等

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

成
果

60 60

成人の日記念行事への参加率 実績値 53 53

名称

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

①公会堂での開催ができなくなってからは中央大学付属高校の講堂にて開催されてきたが、市民交流センターの完成により、
同センターでの開催を検討しているが、現段階では会場の決定に至っていないため、早急な方針の決定が必要である。
②記念品の内容について記念品の廃止も視野に入れ再度検討する必要がある。
③人生の節目を祝う大切な事業ではあるが、受益者負担の考え方との整合性や、行政による開催の必要性について今後も慎
重に検討する必要がある。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

指
標
２

活
動
量

目標値

35,000再任用職員人件費 30,000

実績値

なし 目標値

目標値 60

1 1 1

成人の日記念行事の実施 実績値 1 1指
標
１

活
動
量

成人の日記念行事 回 目標値

成
果

成人の日記念行事対象者参加率 ％

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

1,380,265 1,332,753

当初予算額 1,567,000 1,557,000 1,671,000

決算額 1,380,265 1,332,753

1,042,000 1,015,000 970,000

85.60%88.08%

0

一般職員人件費 1,012,000 979,000 935,000

一般職員工数(人/年) 0.110 0.110 0.110

36,000

0

2,422,265 2,347,753 2,641,000

再任用職員工数(人/年) 0.010 0.010 0.010

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

45,703.113 44,297.226 44,016.667

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 21.759 20.996 23.315

0 0

純支出額　C(A-B) 2,422,265 2,347,753 2,641,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

課題・問題点がないため ）

）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

年間54回実施し、1,389人が参加した。保育園から高齢者層の団体まで、幅広く活用が図られた。

根 拠 法 令 等

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

尾﨑　充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

講座参加人数　1,000人　　　　　講座開催数　45件

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

215事 務 事 業 名 まなびあい出前講座事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

小金井市まなびあい出前講座実施要綱

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 □全部直営　　■一部委託（■公共的団体　■民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

）

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

①市民の生涯学習活動を支援すること。　②職員が講師となることで、自らの所管業務を深く学習する。

①構成員が10人以上で、市内に在住、在勤又は在学している者で組織する団体　②小金井市内の小学
校、中学校、高等学校　③その他小金井市教育委員会が必要と認める団体

団体が主催する学習会等に小金井市職員等が出向き、所管の事業等について講座等を提供する。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

講座参加人数　1,389人　　　　　講座開催数　54件

（

（ パンフレットに各課対応月を項目として載せ、ＨＰにも掲載し、周知を行っている。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

成
果

1000 1400

各講座に参加する受講者の人数 実績値 971 1389

名称

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

　本事業は、年々順調に講座参加人数、開催数を増やしている。市報やHPの広報を重ねることで、広く市民に周知されてきてい
る。現にリピーターの団体も多く、講座実施後のアンケートでも「よかった」との意見がほとんどを占めている。
市民の生涯学習を支援し、また職員自身が自らの所管業務を深く学習するために、本事業は継続することが求められる。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

年間の講座開催回数 実績値 40 54

指
標
２

活
動
量

目標値 40 45

175,000

55

再任用職員人件費 0

1 1 1

当事業案内をＨＰ上で更新する回数 実績値 1 1

ホームページ更新回数 回 目標値

講座開催数 回

目標値 950

1 1 1

当事業案内を市報に掲載する回数 実績値 1 2指
標
１

活
動
量

市報掲載回数 回 目標値

成
果

講座参加人数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

0 0

当初予算額 0 0 0

決算額 0 0

1,840,000 1,780,000 1,067,500

#DIV/0!#DIV/0!

0

一般職員人件費 1,840,000 1,780,000 892,500

一般職員工数(人/年) 0.200 0.200 0.105

0

0

1,840,000 1,780,000 1,067,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.050

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

19,409.091

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

1,894.954 1,281.497 762.500

46,000.000 32,962.963

市民１人当たりコスト　(C/人口) 16.529 15.918 9.424

0 0

純支出額　C(A-B) 1,840,000 1,780,000 1,067,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

現状の組織では、特になし。 ）

）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

平成２２年度の調査は、これから実施するため。

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　■内部管理　□その他

尾﨑充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

関係各課に事業の実施状況の調査を行い推進状況の検証を行う。

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　□達成できた（具体的内容を下欄に記入）　■達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　□行っている（具体的内容を下欄に記入）　■行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

221事 務 事 業 名 生涯学習推進検討委員会運営事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

小金井市生涯学習推進計画検討委員会設置要綱

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

）

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

第２次小金井市生涯学習推進計画に基づく各種生涯学習に関する施策の総合的検証及び推進を図る。

生涯学習に関する施策を実施する関係各課

第２次小金井市生涯学習推進計画に掲載された事業の推進状況の確認し、更なる推進を促す。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

平成２２年度の調査は、これから実施するため。

（

（ 第２次小金井市生涯学習推進計画に位置付けているため。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

成
果

実績値

名称

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

生涯学習推進計画に掲載された事業を中心に事業の推進状況を調査し、本推進検討委員会に報告しているが、各種事業を確
実に推進するまでの検討に至っていない。今後は、市民団体等の外部評価制度を導入するか検討する必要があると考える。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

指
標
２

活
動
量

目標値

0再任用職員人件費 0

実績値

目標値

目標値

1 1 1

生涯学習推進計画に掲載された事業等を、年度終了後
に実施状況を調査し、推進状況を検証する。

実績値 1 0指
標
１

活
動
量

生涯学習推進計画進捗状況調査 目標値

成
果

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

0 0

当初予算額 0 0 0

決算額 0 0

276,000 489,500 467,500

#DIV/0!#DIV/0!

0

一般職員人件費 276,000 489,500 467,500

一般職員工数(人/年) 0.030 0.055 0.055

0

0

276,000 489,500 467,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 2.479 4.378 4.127

0 0

純支出額　C(A-B) 276,000 489,500 467,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

（ 本事業の目的と合わない事業もあるので、受託団体への事業目的の理解の徹底を図りたい。

（ 事業の委託の方法を改善し受託団体の負担を減らした。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

市立小学校９校で９講座参加者１，４３９人。市立中学校５校で７講座参加者１４３２人あった。 ）

家庭と学校・地域が密接な連携を保ちつつ、児童生徒のより良い教育環境づくりと人間性豊かな子ども
達の育成を図るために、保護者と子どもが共に学習するための場を設け、家庭内教育の充実、向上に資
する。

保護者と小中学校の児童生徒。

家庭教育の諸問題等、家族関係等、子どもの健康等、社会環境人権尊重等。各校年１回、２時間程度講
演と話合いを主体に行う。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

市立全小中学校でＰＴＡの協力で実施できた。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

小金井市家庭教育学級実施要綱

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 □全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　■全部委託（□公共的団体　■民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

222事 務 事 業 名 家庭教育学級開設事業

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

家庭内教育の充実 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

　尾﨑　充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

講座内容によっては、全校一堂に集まっての講座等も可能か検討する。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 1,919,000 1,920,500 1,022,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 17.238 17.175 9.027

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

774.102 668.931 365.179

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

1,919,000 1,920,500 1,022,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.100

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 1,334,000 1,290,500 42,500

一般職員工数(人/年) 0.145 0.145 0.005

0

決算額 585,000 630,000

1,334,000 1,290,500 392,500

100.00%92.86%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

585,000 630,000

当初予算額 630,000 630,000 630,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

講座実施回数 回 目標値

成
果

講座参加者人数 人

名称

説明

14 14 14

講座実施回数 実績値 15 16

目標値 2800 2800 2800

講座参加者人数 実績値 2479 2871

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

講座内容、実施方法、参加者範囲を限定することなく実施できるか等を検討し、多くの参加者に受講してもらう工夫が必要と思
慮される。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

350,000

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

（ 思春期講座の主旨に合わない講座がある。

（ 各小学校ＰＴＡに定着している事業のため。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

実施学校数１４校・講座数１４講座・参加者５７３人 ）

思春期の子を持つ保護者等が、思春期の子どもをめぐる状況や問題行動、 深刻化する青少年問題に対
応するため、悩み・不安を持つ親に対して学習の機会提供をすることにより問題の解決を図る。

小学校高学年から中学生の子を持つ保護者。

保護者会・ＰＴＡ行事・学校説明会・講演会等で参加者のコミュニケーションが図り、事業終了後に参加者
からアンケートをもらう。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

市立小中学校１４校で講座を実施できた。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　□規則・規程・要綱　■なし　）

担 当 部 生涯学習 担 当 課 生涯学習 担 当 課 長

実 施 形 態 □全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　■全部委託（□公共的団体　■民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

223事 務 事 業 名 思春期の子育て講座開設事業

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

講座内容の充実 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　□行っている（具体的内容を下欄に記入）　■行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　■補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

　尾﨑　充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方

法の見直し等）

根 拠 法 令 等
□あり→
■なし

（

講座の内容によっては、各校別でなく全体でも参加できるような方法を検討する。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 1,262,000 1,250,500 708,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 11.337 11.183 6.255

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

2,179.620 2,182.373 1,012.143

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

1,262,000 1,250,500 708,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.100

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 966,000 934,500 42,500

一般職員工数(人/年) 0.105 0.105 0.005

0

決算額 296,000 316,000

966,000 934,500 392,500

100.00%93.67%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

296,000 316,000

当初予算額 316,000 316,000 316,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

講座実施回数 回 目標値

成
果

参加者人数 人

名称

説明

14 14 14

講座実施回数 実績値 13 14

目標値 700 700 700

参加者人数 実績値 579 573

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

各学校の保護者等に家庭教育の重要性がが浸透した。講座内容によっては、参加者範囲をもっと拡大した講座としてもよいか
検討の余地がある。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

350,000

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

課題・問題点はない。 ）

□あり→
■なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　■補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

宮腰　誠

□環境関連　　■男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

市民の方に、スポーツを通じ健康の維持増進を図る。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

228事 務 事 業 名 市民体育祭事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　□規則・規程・要綱　■なし　）

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 □全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　■全部委託（■公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

スポーツ・レクリエーション活動
の支援

活動の充実

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち(文化と教育)

市民スポーツの振興及び体育の推進に資することを目的とする。

スポーツの祭典である市民体育祭に関心のある市内在住・在勤・在学（・市内スポーツクラブ登録者等）
の方。

市報掲載、ポスター貼付（広報掲示板）、市内各団体へ案内状送付、体育協会ホームページ掲載、市内
各関係箇所へ要項配布等を行う。

スポーツ・レクリエーション

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

健康の維持増進のほかに、市民相互の交流が図られた。

（

（ 競技種目について、実施の有無を年度毎に検討。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

30種の競技を実施し、9,170人が参加。 ）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

体育協会への委託事業であるが、各競技団体が会場の規模に合わせた形で開催するように毎年努力をしていただいている。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 8,719 9,271 9,170

本事業の参加者数 実績値 9,271 9,170

7 8 7

「市民体育祭」に関する広報を市広報誌に掲載した回
数

実績値 7 8指
標
１

活
動
量

広報掲載回数 回 目標値

成
果

参加者数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

4,845,855 4,908,855

当初予算額 4,846,000 4,909,000 6,093,000

決算額 4,845,855 4,908,855

276,000 267,000 255,000

100.00%100.00%

0

一般職員人件費 276,000 267,000 255,000

一般職員工数(人/年) 0.030 0.030 0.030

0

5,121,855 5,175,855 6,348,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

552.460 564.433 692.257

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 46.010 46.287 56.041

0 0 0

純支出額　C(A-B) 5,121,855 5,175,855 6,348,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

（

（ 競技種目について、実施の有無を年度毎に検討。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

16種の競技を実施し、1,223人が参加。 ）

市民スポーツの振興及び体育の推進に資することを目的とする。

スポーツの祭典であるシニアスポーツフェスティバルに関心のある市内在住・在勤・在学（・市内スポーツ
クラブ登録者等）の40歳以上の方（一部競技を除く）

運営および広報活動（市報掲載、ポスター貼付、市内各団体へ案内状送付、体育協会ホームページ掲
載、市内各関係箇所へ要項配布等を行う）を(財）小金井市体育協会に全部委託。

スポーツ・レクリエーション

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

平成22年度は競技種目が増え、より一層健康・体力の維持を図ることができた。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

スポーツ・レクリエーション活動
の支援

活動の充実

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち(文化と教育)

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　□規則・規程・要綱　■なし　）

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 □全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　■全部委託（■公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

229事 務 事 業 名 シニアスポーツフェスティバル事業

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

大会を開催することにより広く市民の健康・体力の維持を図る。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　■補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

宮腰　誠

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
□あり→
■なし

（

課題・問題点はない。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 1,107,390 1,188,690 1,343,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 9.948 10.630 11.856

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

1,019.696 971.946 1,098.119

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

1,107,390 1,188,690 1,343,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 276,000 267,000 255,000

一般職員工数(人/年) 0.030 0.030 0.030

0

決算額 831,390 921,690

276,000 267,000 255,000

99.97%99.93%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

831,390 921,690

当初予算額 832,000 922,000 1,088,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

種目数 種目 目標値

成
果

参加者数 人

名称

説明

13 16 16

実施した種目数 実績値 13 16

目標値 998 1,086 1,223

本事業の参加者数 実績値 1,086 1,223

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

体育協会への委託事業であるが、各競技団体が会場の規模に合わせた形で開催するように毎年努力をしていただいている。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

課題・問題点はない。 ）

□あり→
■なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　■補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

宮腰　誠

□環境関連　　■男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

市民間の交流を図ること。市民の健康維持、増進のためスポーツを継続してもらうこと。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

230事 務 事 業 名 市民スポーツレクリエーションの集い事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　□規則・規程・要綱　■なし　）

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 □全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　■全部委託（■公共的団体　■民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

スポーツ・レクリエーション活動
の支援

活動の充実

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち(文化と教育)

多くの市民に年１回のスポーツ行事であるスポレクの集いに参加してもらい、楽しく元気に老若男女がス
ポーツに親しむ機会をつくり、あわせて市民間の交流をはかることを目的に実施する。

健康づくりには関心があるが、スポーツに関心を持たない市内在住・在勤・在学の方

市報掲載、ポスター貼付（広報掲示板）、市内各団体へ案内状送付、市内各関係箇所へ要項配布等を行
う。

スポーツ・レクリエーション

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

体育の日に開催するため、親子連れや友達同士での参加も多く、市民間の交流を図ることができ
た。

（

（
従来は体育協会へ委託し開催していたが、平成20年度から総合型地域スポーツクラブ黄金井倶
楽部にも委託しニュースポーツ体験教室も実施している。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

キッズテニス、輪投げ、ストラックアウト、スポーツチャンバラ、らくらくシェイプアップ体操、ファミ
リー体操を実施した。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

体育館のスペースの関係でこの規模での開催が妥当である。通常では体験できない競技を行うため、参加者からは好評であ
る。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 502 427 402

本事業の参加者数 実績値 427 402

1 1 1

「市民スポーツレクリエーション」に関する広報を市広報
誌に掲載した回数

実績値 1 1指
標
１

活
動
量

広報掲載回数 回 目標値

成
果

参加者数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

259,350 259,750

当初予算額 260,000 260,000 318,000

決算額 259,350 259,750

395,600 382,700 365,500

99.90%99.75%

0

一般職員人件費 395,600 382,700 365,500

一般職員工数(人/年) 0.043 0.043 0.043

0

654,950 642,450 683,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

1,533.841 1,598.134 1,700.249

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 5.883 5.745 6.034

0 0 0

純支出額　C(A-B) 654,950 642,450 683,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

（

（ 委託料を増減。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

①都民体育大会：17種目、235人②都民生涯スポーツ大会等：12種目、127人③市町村総合体育
大会：15種目、137人

）

市民の代表選手が都民体育大会等の各大会に参加するにあたり、その派遣に関する一切の業務を円
滑に実施し、選手の結果に繋げる。

委託先の体育協会が、各大会の実施要領等に沿って市民代表選手を選出する。

委託先の体育協会が、各大会の実施要領等に沿って市民代表選手派遣を実施する。

スポーツ・レクリエーション

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

円滑な選手派遣ができ、派遣選手数が増大した。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

スポーツ・レクリエーション活動
の支援

活動の充実

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち(文化と教育)

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　□規則・規程・要綱　■なし　）

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 □全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　■全部委託（■公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

234事 務 事 業 名 市民代表選手派遣事業

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

競技団体と連携をとり、円滑な選手派遣。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　■補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

宮腰　誠

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
□あり→
■なし

（

課題・問題点はない。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 1,622,415 1,651,425 1,252,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 14.574 14.769 11.053

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

3,662.336 3,309.469 2,509.018

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

1,622,415 1,651,425 1,252,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 276,000 267,000 255,000

一般職員工数(人/年) 0.030 0.030 0.030

0

決算額 1,346,415 1,384,425

276,000 267,000 255,000

99.89%99.88%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

1,346,415 1,384,425

当初予算額 1,348,000 1,386,000 997,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

派遣した種目数 種 目標値

成
果

派遣した選手数 人

名称

説明

35 35 44

各大会に派遣した種目数 実績値 35 44

目標値 457 443 499

各大会に派遣した選手数 実績値 443 499

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

体育協会への委託事業であるが、この事業は競技の開催と違い「選手派遣」であるため目標の設定が困難である。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

（ 課題・問題点はないが、引き続き市民に対しての定着を目指す。

（
体育指導委員については、スポーツ振興法第19条第1項により、教育委員会が委嘱することが定められて
おり、本市におけるスポーツの振興のため市民に対しスポーツの実技の指導、その他スポーツに関する指
導・助言ができる者となっている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

体育指導委員定例会議年9回開催、各種研修会11回参加者延120人、また、「体育指導委員だ
より」を年2回発行。

）

住民のスポーツ活動の促進のための組織の育成・地域、紹介、家庭におけるスポーツ活動の振興等。

全市民

各種スポーツ教室の指導・レクリエーション活動の応援・各種研修会の参加による体育指導委員の資
質の向上及びニュースポーツの技術の習得並びに普及。

スポーツ・レクリエーション

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

体育指導委員定例会議年9回開催予定、関東体育指導委員研究大会1回、東京都生涯スポーツ担当者研修会2回、小金井市体育指導委員実

技研修会1回、東京都体育指導委員広域地区別研修会「第9ブロック研究会」1回、女性体育指導委員研究協議会1回、体育指導委員実務研

修会1回、体育指導委員管外研修会1回、ニュースポーツ研修会1回、東京都体育指導委員課題別研修会1回、地域スポーツ支援研修会1回を

実施。他に体育協会委託事業「いきいき健康スポーツ教室」等の事業に中心となって実施。4月から隔月毎週土曜日「土曜スポーツクラブ」を

実施。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

スポーツ・レクリエーション活動
の支援

指導者の育成

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊な人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
■義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
□任意事業　（　□法律　□条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

スポーツ振興法・小金井市体育指導委員に関する規則

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

235事 務 事 業 名 体育指導委員に関する事業

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

体育指導委員定例会議年9回開催、関東体育指導委員研究大会1回、東京都生涯スポーツ担当者研修会2回、小金井市体育指導委員実技研

修会1回、東京都体育指導委員広域地区別研修会「第9ブロック研究会」1回、女性体育指導委員研究協議会1回、体育指導委員実務研修会1

回、体育指導委員管外研修会1回、ニュースポーツ研修会1回、東京都体育指導委員課題別研修会1回、地域スポーツ支援研修会1回を実

施。他に体育協会委託事業「いきいき健康スポーツ教室」等の事業に中心となって実施。4月から隔月毎週土曜日「土曜スポーツクラブ」を実

施。

）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　□行っている（具体的内容を下欄に記入）　■行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

宮腰　誠

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

課題・問題点はない。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 5,529,072 5,908,753 5,795,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 49.668 52.842 51.159

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

59,452.387 49,239.608 44,576.923

60,427.016 62,131.998

0 0 0

57,950.000

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

5,529,072 5,908,753 5,795,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 2,760,000 2,670,000 2,550,000

一般職員工数(人/年) 0.300 0.300 0.300

0

決算額 2,769,072 3,238,753

2,760,000 2,670,000 2,550,000

96.65%85.62%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

2,769,072 3,238,753

当初予算額 3,234,000 3,351,000 3,245,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

各種研修会 回 目標値

成
果

各種研修会 人

名称

説明

9 11 11

各種研修会回数 実績値 9 11

定例会議 %

目標値 120 131 130

各種研修会参加人数 実績値 93 120

実績値 9 9指
標
２

活
動
量

定例会議 回 目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

会議の平均参加率 実績値 91.5 95.1

100

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

　現在いる体育指導委員は、25名でその職務を担っているところである。スポーツ振興法が制定後50年が経過しており、この
間スポーツを取り巻く環境も大きく変化している。こうした状況からスポーツ実技の指導を含みつつ、スポーツ振興施策の企
画、立案に参画することや、住民の身近な立場からスポーツ振興の施策の推進を図る役割、また、地域住民と行政とのコー
ディネート役としても期待しているところである。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

9 9 9

定例会議回数

名称

説明

目標値 100 100

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

テニスコート整備工事 ）

（

（ 公共施設予約システムの導入（平成１７年度）。利用者の利便性の向上。 ）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

（

）

 小金井市民（在勤・在学を含む）

グラウンドについては団体のみ使用
テニスコートについては団体及び個人使用

スポーツ・レクリエーション

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

個人及び団体等が利用しやすい施設にするための設備整備 ）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

スポーツ・レクリエーション施設
の充実

施設の整備

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

個人、団体等が利用しやすい施設にするために設備整備の充実を図る。

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

237事 務 事 業 名 上水公園運動施設等維持管理事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

個人及び団体等が利用しやすい施設にするために設備整備の充実を図る。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

レベル3（施策）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　■ハード　□内部管理　□その他

宮腰　誠

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態

）

見直し実績
（事業の改善、実施方

法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（ 小金井市立上水公園運動施設管理規則

□全部直営　　■一部委託（■公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

課題・問題点はない。 ）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

0

執行率

純支出額　C(A-B) 15,016,841 15,063,658

歳出計　A(①+②) 15,016,841 15,063,658

一般職員工数(人/年) 0.270 0.270

15,494,000

0 0 0

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

#DIV/0!

1,476.582 1,501.710

市民１人当たりコスト　(C/人口) 134.897 134.713 136.782

0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

380.395 413.382

0 0

使用料・手数料の合計　(④) 0 0

15,494,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0.270

0

一般職員人件費 2,484,000 2,403,000 2,295,000

00

12,660,658

平成22年度 平成23年度（計画）

2,484,000 2,403,000 2,295,000

112.25%97.18%

歳
出

12,532,841 12,660,658

当初予算額 12,896,000 11,279,000 13,199,000

決算額 12,532,841

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

目標値

成
果

利用者数

名称

説明 実績値

実績値

目標値

指
標
１

活
動
量

グラウンド利用者数

名称

説明 39,477 36,440

45,000

活
動
量

名称

名称

目標値

成
果

利用者数

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

実績値

説明

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

テニスコート利用者数 実績値 10,170

説明指
標
２

10,031

　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

　本格的なグラウンド整備を行ってから、20年以上経過し、定期的な整備を実施しているが、長年の表層土の飛散や流出によ
り、表層土が薄く、スパイクの使用時などには、中層や下層材が表面に現れている部分が見られる。そのための大量の黒土等
の補充が必要になる。

目標値 11,000 11,000

0再任用職員人件費

45,000

予　算



【事業概要】

）

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

スポーツ・レクリエーション施設
の充実

学校体育施設等との地域開放

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

児童及び生徒の遊び場の不足を補うために市立小学校校庭を開放し、交流を通して健全で安全な遊び
場の提供をする。

教育委員会の登録を受けた少年スポーツ団体
幼児（保護者を含む）、小学校児童、中学校生徒、地域住民

登録を希望するスポーツ少年団体の募集
遊び場開放のための校庭開放指導員の募集、各小学校への配置

スポーツ・レクリエーション

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

団体利用が活発な学校は、スポーツ少年団体の方に校庭開放指導員として委嘱をし、団体と個
人の共存を図った。

（ 市報やチラシでＰＲをしているが、なかなか遊び場開放利用者数が増えない。

（ 団体開放との共存を図るため、スポーツ少年団体の方に校庭開放指導員を委嘱した。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

242事 務 事 業 名 校庭開放事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

小金井市立学校の運動施設の開放に関する規則、小金井市校庭開放事業実施
要綱等

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

市立小学校（9校）の校庭開放
・遊び場開放　515回　6,892人　　・団体開放　809回　73,067人

根 拠 法 令 等

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

尾﨑　充男

□環境関連　　■男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

団体と個人利用の共存を図り、安全な遊び場を提供する。 ）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

　年々利用者数は下がっているが、安全で自由に遊べる場が少なくなっているため、事業の継続
は必要と考える。

）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

0 0

純支出額　C(A-B) 4,580,975 4,438,095 4,253,760

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0

執行率

0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

481.853 635.648 386.074

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 41.151 39.690 37.553

0

4,580,975 4,438,095 4,253,760

再任用職員工数(人/年) 0.000

嘱託職員人件費

2,116,000 2,047,000 1,700,000

93.42%84.39%

0

一般職員人件費 2,116,000 2,047,000 1,700,000

一般職員工数(人/年) 0.230 0.230 0.200

0

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

2,464,975 2,391,095

当初予算額 2,921,038 2,559,379 2,553,760

決算額 2,464,975 2,391,095

765 756 756

市立小学校9校の年間校庭開放（遊び場）日数 実績値 542 515指
標
１

活
動
量

校庭開放（遊び場）日数 日 目標値

成
果

校庭開放（遊び場）人数 人

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

実績値

目標値

目標値 13000

名称

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

　子どもの生活習慣等から、遊び場開放の利用人数を増やすことは難しいが、安全で自由に遊べる場が少なくなっているため、
遊び場の提供は必要である。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

指
標
２

活
動
量

名称

説明

名称

説明

成
果

12018 11018

市立小学校9校の年間校庭開放（遊び場）利用者人数 実績値 9507 6982



【事業概要】

）

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　□目標がある（具体的内容を下欄に記入）　■目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち(文化と教育)

市民の生涯学習活動を支援することを目的とする。

教育・芸術・文化・レクリエーション等の有識者の方及びそれらの講師情報を求める市民を対象とする。

窓口にて講師情報の登録及び閲覧することによる。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

目標がないため。

（
登録・照会共に少なく、新規登録・照会があったとしても登録者の講師としての技能を判断するこ
とは困難であり、具体的な案内をすることができないため。

（
実施方法の見直しをする場合、抜本的な見直しをする必要があり、その場合事業の廃止も含め
検討する必要があるが、結論に至っていない。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　□達成できた（具体的内容を下欄に記入）　■達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

750事 務 事 業 名 こがねい市民講師登録・紹介制度運営事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

こがねい市民講師登録・紹介制度に関する要綱

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

４件の新規登録があった。

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　■窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

尾﨑　充男

□環境関連　　■男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

登録、照会共に少なく、目標を設定するに至らない。 ）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

　比較的人口規模の大きな自治体であれば、公民館等の実施機関等が具体的な講習等の教育
プログラムと一体的に運用することにより、講師の質を確保しつつ、インターネット等も利用しつつ
積極的な市民への情報提供につなげる可能だが、１０万人規模の自治体では仮に積極的な運用
をしたとしても効果に乏しいことが予見されるため、事業自体の廃止を含めた検討をする必要が
ある。

）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　■その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

0 0

純支出額　C(A-B) 18,400 17,800 17,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

#DIV/0! #DIV/0! 17,000.000

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 0.165 0.159 0.150

0

18,400 17,800 17,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

18,400 17,800 17,000

#DIV/0!#DIV/0!

0

一般職員人件費 18,400 17,800 17,000

一般職員工数(人/年) 0.002 0.002 0.002

0

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

0 0

当初予算額 0 0 0

決算額 0 0

4 4 4

市民講師への年度内新規登録件数。 実績値 4 4指
標
１

活
動
量

新規登録件数 件 目標値

成
果

照会(情報提供)件数

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

実績値

なし 目標値

目標値 1

名称

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

　具体的な予算措置が無いためコスト的な問題では事業の継続に障害は無いが、逆に予算措置を伴わない窓口ソフト事業とし
ての登録・照会のみの事業であれば、今後も効果的な運用を望むことは難しい。
　見直しの欄にも記入したが比較的人口規模の大きな自治体であれば、公民館等の具体的な実施場所を持つ部署が講習等の
講師育成・講師教育プログラムと一体的に運用することにより、講師の質を確保しつつ積極的に広報し市民への照会に応える
ことも可能だが、現在の小金井市において庁内の窓口部門が積極的な運用をしたとしても効果に乏しいことが予見されるため、
事業自体の廃止を含めて今後の在り方を検討をする必要がある。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　■廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　■廃止

実績値

指
標
２

活
動
量

名称

説明

名称

説明

成
果

1 1

市民より市民講師の照会があり、具体的な照会に結び
ついた件数

実績値 0 0



【事業概要】

）

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

市民文化の創造 文化講座・イベントの活性化

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

文化財センター企画展示に合わせ、関連する内容の講演会を開催し、市域の歴史・文化に対する理解を
深める。

市報で募集した一般市民（講演内容に興味をもつ市民）

講師を依頼し、文化財センターの学習室で2時間の講演を行う。

市民文化

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

参加者数目標３０人　→　実績３８人

（ 講師選定の難しさ、講演料の少なさ。

（ 参加者も多く、開催を期待されているため。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　□行っている（具体的内容を下欄に記入）　■行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

751事 務 事 業 名 文化財講演会開設事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　□規則・規程・要綱 ■なし　）

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

講演内容は優れ、聴衆の満足度は高かった。

根 拠 法 令 等

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

尾﨑充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

参加者数 ）

□あり→
■なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方

法の見直し等）

当面、継続してきたい。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

0 0

純支出額　C(A-B) 300,000 291,000 357,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

12,000.000 7,657.895 11,916.667

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 2.695 2.602 3.156

0

300,000 291,000 357,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.020

嘱託職員人件費 0 0

276,000 267,000 333,500

100.00%100.00%

0

一般職員人件費 276,000 267,000 263,500

一般職員工数(人/年) 0.030 0.030 0.031

0

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

24,000 24,000

当初予算額 24,000 24,000 24,000

決算額 24,000 24,000

1 1 1

文化財講演会の開催回数 実績値 1 1指
標
１

活
動
量

講演会回数 回 目標値

成
果

講演会参加人数 人

名称

説明

目標値

70,000再任用職員人件費 0

実績値

目標値

目標値 30

名称

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

文化財センター企画展示に合わせ、関連する内容の講演会を開催し、市域の歴史・文化に対する理解を深める。事前のＰＲに
努め、参加者数を増やす必要がある。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

指
標
２

活
動
量

名称

説明

名称

説明

成
果

30 30

文化財講演会の参加人数 実績値 25 38



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

本事業は、昭和63年以来、毎年1回開催されており、多摩地域各市の歴史や文化を知ってもらう
ための良い機会となっている、コストは高いが、フェアの意義を考えると、このまま継続したい。

）

）

□あり→
■なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

販売冊数88冊、販売金額33,400円

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

尾﨑充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

平成21年度の販売実績を超えること。

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

753事 務 事 業 名 多摩郷土誌フェア参加事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　□規則・規程・要綱　■なし　）

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 □全部直営　　■一部委託（□公共的団体　■民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

）

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

市民文化の創造 歴史的文化遺産の保存と継承

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

多摩地域の郷土誌等文化財関係の出版物を一堂に集め、展示することにより、多くの人に紹介し、希望
者には有償頒布し、文化財保護、郷土理解の普及を図る。（東京都市社会教育課長会文化財部会主催）

多摩地域在住等、不特定多数の市民

販売可能な図書を、立川市内の書店のフェア会場に搬入、各市コーナーごとに展示、販売を行う。レジ作
業は書店が担当、売上金を受納する。負担金15,000円。

市民文化

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

販売冊数・販売金額が前年度を超えた。

（

（ レジ作業等を委託したため、担当職員の負担が軽減した。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

成
果

30000 30000

小金井市の売上金額 実績値 25600 33400

名称

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

本事業は、昭和63年以来、毎年1回開催されており、多摩地域各市の歴史や文化を知ってもらうための良い機会であり、年中行
事として定着している。フェア3日間で、本市では毎年80数冊の売り上げがあった。コストは高いが、フェアの意義を考えると、今
後も継続したい。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

指
標
２

活
動
量

目標値

70,000再任用職員人件費 0

実績値

目標値

目標値 25000

15000 15000 15000

小金井市の参加負担金 実績値 15000 15000指
標
１

活
動
量

郷土誌フェア参加負担金 円 目標値

成
果

郷土誌フェア図書販売金額 円

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

15,000 15,000

当初予算額 15,000 15,000 15,000

決算額 15,000 15,000

460,000 445,000 367,500

100.00%100.00%

0

一般職員人件費 460,000 445,000 297,500

一般職員工数(人/年) 0.050 0.050 0.035

0

0

475,000 460,000 382,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.020

嘱託職員人件費

0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

18.555 13.772 12.750

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 4.267 4.114 3.377

0 0

純支出額　C(A-B) 475,000 460,000 382,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0

執行率



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

開催場所を駅周辺にすることは不可能ではないが、その場合、展示と講座の連携が無くなってし
まうため当面は同センターで実施する形式を基本とし、集客に関してはより一層の広報に努め
る。

）

）

□あり→
■なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

市民対象講座を６回開催し１７２人の参加があった。

根 拠 法 令 等

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

尾﨑　充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

初年度であったため、特に数値目標は掲げなかった。

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　□達成できた（具体的内容を下欄に記入）　■達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　□行っている（具体的内容を下欄に記入）　■行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

807事 務 事 業 名 中近東歴史文化講座運営委託事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　□規則・規程・要綱　■なし　）

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 □全部直営　　■一部委託（□公共的団体　■民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

）

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　□目標がある（具体的内容を下欄に記入）　■目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち(文化と教育)

中近東に関係する歴史・文化及び美術等を主題とした講座を開催し、地域の教育力を高めることを目的
とする。

小金井市内に在住・在勤・在学の者

中近東に関係する歴史・文化及び美術等を主題とした講座を開催する。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

目標がないため。

（
同センターで講座を開催した場合、施設が三鷹市と小金井市の境界近くにあるため、参加者を得
にくい。

（ 平成２２年度の新規事業であるため。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

成
果

180 180

開催された講座への述べ出席人数。 実績値 0 172

名称

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

　当該事業は小金井市周辺にある貴重な文化的・教育的資源である中近東歴史文化センターを活用した事業であり、今後も事
業を維持していくことが望ましいが、本事業を本市における中東和平プロジェクト等の国際化行政関係施策の一部として位置付
けるのであれば国際化行政を所管する部署が同事業を開催し、他の施策と連携させ、より発展的に事業を実施されるべきであ
る。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

指
標
２

活
動
量

目標値

0再任用職員人件費 0

実績値

なし 目標値

目標値 0

0 6 6

市民対象の講座開催回数 実績値 0 6指
標
１

活
動
量

講座回数 回 目標値

成
果

参加人数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

0 500,000

当初予算額 0 500,000 500,000

決算額 0 500,000

0 4,895,000 4,675,000

100.00%#DIV/0!

0

一般職員人件費 0 4,895,000 4,675,000

一般職員工数(人/年) 0.000 0.550 0.550

0

0

0 5,395,000 5,175,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

#DIV/0! 31,366.279 28,750.000

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 0.000 48.247 45.685

0 0

純支出額　C(A-B) 0 5,395,000 5,175,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

）

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

市民文化の創造 歴史的文化遺産の保存と継承

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

名勝小金井（サクラ）の景観を再生・復活させ、、将来に継承するとともに、新小金井橋から関野橋のモデル整備区間
（約640ｍ）の玉川上水緑道の整備と桜並木を眺望できる人道橋の架設を目的としている。

市民

整備活用実施計画を策定し、文化庁の現状変更許可を受け、整備を行う。又、東京都・市民団体と協働
でサクラ並木の復活を行う。

市民文化

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

予定本数のヤマザクラの補植が出来た。

（
地域住民に中には、事業に反対する人もおり、理解を得ることが課題。継続的な桜の苗木の供給
体制の確立が課題。

（ 22年度から始まったばかりで、今後、結果の検証を通じて見直しを図っていく。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　□行っている（具体的内容を下欄に記入）　■行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

808事 務 事 業 名 名勝小金井（サクラ）復活プロジェクト運営事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　□規則・規程・要綱　■なし　）

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

市民団体から提供を受けたヤマザクラ26本の補植。市民団体と共催の復活祭のイベント開催。

根 拠 法 令 等

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　■ハード　□内部管理　□その他

尾﨑　充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

ヤマザクラ補植のための現状変手続きと市民協働によるヤマザクラ26本の補植、啓蒙事業の開
催。

）

□あり→
■なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方

法の見直し等）

庁内プロジェクトの運営 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　■市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

0 0

純支出額　C(A-B) 5,168,500 2,189,008 16,971,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 46.429 19.576 149.826

0

5,168,500 2,189,008 16,971,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.200

嘱託職員人件費 0 0

1,840,000 1,780,000 1,677,500

121.01%#DIV/0!

一般職員人件費 1,840,000 1,780,000 977,500

一般職員工数(人/年) 0.200 0.200 0.115

0

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

3,328,500 409,008

当初予算額 0 338,000 15,294,000

決算額 3,328,500 409,008

0 26

市民協働によるヤマザクラ苗木の補植本数 実績値 0 26指
標
１

活
動
量

ヤマザクラ苗木の補植事業 本 目標値

成
果

名称

説明

目標値

700,000再任用職員人件費 0

0 1 0

桜保護団体との交流及び名勝小金井(サクラ）の一般へ
の理解を深める

実績値 0 1

名勝小金井(サクラ）復活祭イベント事業 回 目標値

目標値

名称

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

　本事業は、東京都水道局が策定した「玉川上水整備活用計画」（平成２１年７月策定）及び、小金井市が策定した「玉川上水・
小金井桜整備活用計画」（平成22年3策定）に基づき、関係機関及び市民団体と協働して、名勝小金井（サクラ）並木の歴史的
景観を復活再生するとともに、多くの都・市民が、安全快適に玉川上水を散策し、小金井桜（ヤマザクラ並木）に親しめるよう、
新小金井橋から関野橋のモデル整備区間（約640ｍ）の玉川上水緑道の整備と桜並木を眺望できる人道橋の架設を目的として
いる。23年度には実現させるための、実施計画の策定を予定している。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　■拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　■拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

指
標
２

活
動
量

名称

説明

名称

説明

成
果

実績値



【第２次評価】（他課の管理職者による評価）

【第３次評価】（庁内部長職者で構成する行政評価会議による評価）

予　算 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

　■拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　■拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

１ 次 評 価 及 び ２ 次 評 価 を 踏 ま え た ３ 次 評 価

平成２３年度事務事業評価シート③　（評価対象：平成２２年度事業）

１ 次 評 価 及 び ヒ ア リ ン グ を 踏 ま え た ２ 次 評 価

　名勝小金井（サクラ）は、本市の象徴として市民に広く浸透している。これまで都の整備活用計画と連動し、市民協働、名勝小
金井（サクラ）を再生・復活し、まちづくりに活かすための「玉川上水・小金井桜整備活用計画」を策定し、事業を進めてきたとこ
ろである。今回実施計画の策定を行うものであるが、特に人道橋の架橋は玉川上水の両岸を回遊散策を楽しむ要素として重要
な位置を占めるものと思われる。また、本事業の意義は、単にヤマザクラの復活のみならず、国、都及び上水沿岸自治体等広
域行政の側面も有しており、文化財保存、観光、郷土意識など内外に大きな効果・影響を及ぼすものである。
　よって、本事業は、生涯学習課のみならず、苗木は環境政策課そして工事施工は道路管理課と各課が適切に役割分担をして
ことからも伺えるとおり、全庁的な事業であることから遺漏なく進捗されたい。
 また、評価シートの 共通課題項目としては、市民協働事業とされており、市民団体の協力も不可欠であるので、官民一体と
なって、この事業を盛り上げていってもらいたい。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化



【事業概要】

（ 協議会委員への市民参加を促進する。

（ 平成23年度に委員構成について見直しを考えている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（仮称）貫井北町地域センター、図書館協議会改正（案）について協議した。 ）

図書館長の諮問機関であり、図書館奉仕について図書館長に意見を述べる。

委員は、学識経験者、学校・団体推薦者、公募市民で構成されている。

図書館協議会を開催し、協議あるいはご意見をいただく。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

3回の協議会を開催

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

活動の場の充実 公共施設の充実

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

図書館法　小金井市図書館協議会条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 図書館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

171事 務 事 業 名 図書館協議会運営事務

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

毎回、議題を決めて、協議いただいた。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　□行っている（具体的内容を下欄に記入）　■行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　■内部管理　□その他

田中肇

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

図書館協議会条例の一部改正により、委員構成を変更する。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　■その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 1,532,425 912,675 1,643,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 13.766 8.162 14.509

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

1,532,425 912,675 1,643,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 956,800 507,300 926,500

一般職員工数(人/年) 0.104 0.057 0.109

0

決算額 575,625 405,375

956,800 507,300 926,500

86.80%91.95%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

575,625 405,375

当初予算額 626,000 467,000 717,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

会議の開催回数 回 目標値

成
果

名称

説明

5 3 5

図書館サービス改善のための協議を行った。 実績値 5 3

目標値

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

・21年度は、図書館長からの諮問に対して、答申をいただいた。
・22年度は、小金井市図書館協議会条例の一部改正について協議した。
・23年度は、図書館運営方針の改訂について、ご意見をいただく。
・諮問や協議事項など、必要に応じて柔軟に開催回数を増やしている。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

課題・問題点はない。 ）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　■窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

田中　肇

□環境関連　　□男女共同参画関連　　■情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

限られた予算・図書費の中で、市民のニーズに沿った図書を選定・購入する。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

755事 務 事 業 名 図書選定・購入事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

図書館法、小金井市立図書館処務規定、公立図書館の任務と目標、小金井市立
図書館選書会議設置要綱

担 当 部 図書館 担 当 課 奉仕係 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

活動の場の充実 公共施設の充実

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち(文化と教育）

市民の知る権利・学ぶ権利を保障する。

市民

「小金井市立図書館運営方針」にある「選書基準」に照らし適正な選書を行い購入する。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

見計らい図書・リクエストサービスなどにより図書購入ができた。

（

（ 小金井市立図書館運営方針の改定作業を行っている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

見計らい図書・リクエストサービスなどによりほぼ100％予算執行できた。 ）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

・平成２２年度は図書費の減額があったにも拘らず、貸出冊数が増加しているのは適切な選定・購入ができていると考えられ
る。しかしながら、図書館の利用は年々高まっている。、市民のニーズに応えられる蔵書をそろえていくために、新鮮な図書が必
要であるので、平成２３年度は課内の努力で図書費を戻した。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 6 6.2 6.4

実績値 6.2 6.3

22353 21235 22143

全館購入冊数 実績値 21240 19095指
標
１

活
動
量

図書購入冊数 冊 目標値

成
果

市民一人当たりの図書貸出冊数 冊

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

37,998,966 36,041,546

当初予算額 38,000,000 36,100,000 37,643,000

決算額 37,998,966 36,041,546

11,040,000 10,680,000 10,200,000

99.84%100.00%

一般職員人件費 11,040,000 10,680,000 10,200,000

一般職員工数(人/年) 1.200 1.200 1.200

0

49,038,966 46,721,546 47,843,000

再任用職員工数(人/年)

嘱託職員人件費

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③)

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

7,909,510.645 7,416,118.413 7,475,468.750

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 440.519 417.828 422.362

0 0 0

純支出額　C(A-B) 49,038,966 46,721,546 47,843,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④)

執行率



【第２次評価】（他課の管理職者による評価）

【第３次評価】（庁内部長職者で構成する行政評価会議による評価）

限られた予算の中で、適切な選書を行い、成果（市民一人当たりの図書貸出冊数）を上げている。配架スペースも限られている
ので、除籍を定期的に効率よく行い、現在の条件の中で工夫を重ね、図書館の充実を図られたい。なお、現在選書基準の見直
しに着手しているとのことであるが、利用者のリクエストに限らず、市立図書館の方針に沿った選書による購入となるようにして
いく必要があると考える。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

１ 次 評 価 及 び ２ 次 評 価 を 踏 ま え た ３ 次 評 価

平成２３年度事務事業評価シート③　（評価対象：平成２２年度事業）

１ 次 評 価 及 び ヒ ア リ ン グ を 踏 ま え た ２ 次 評 価



【事業概要】

（
利用者自身が使用できる、利用者用パソコン・データべースの導入希望が多いが、導入できてい
ない。職員の資質向上のための機会や時間が少ない。

（ レファレンスを行うためのツールの一つとして、職員がインターネットを利用するようになった。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

受付件数及び簡易なレファレンスは「レファレンス日誌」に、回答までに時間を要したものは「レ
ファレンス記録簿」に質問や回答までの調査経緯を記入した。また小金井市・多摩地区に関する
ものは「郷土のレファレンス」に記録し、職員間で情報の共有化ができた。

）

利用者から寄せられる日常生活上の疑問や調査研究を援助するため。

小金井市立図書館の利用者

図書館の資料と機能を活用して、職員が応じる。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

所蔵資料や他機関を紹介し、ほぼ提供できた。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

活動の場の充実 公共施設の充実

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

図書館法、公共図書館の設置及び運営上の望ましい基準、公共図書館の任務と
目標、小金井市立図書館処務規程

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 図書館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

756事 務 事 業 名 レファレンスサービス事業

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

利用者の求める資料や情報の提供を行う。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 □ソフト　■窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

田中肇

□環境関連　　□男女共同参画関連　　■情報化関連　□市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

・レファレンスツール充実のための予算を確保する。
・司書の資質向上のための研修時間を確保する。

）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　■その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④)

執行率

純支出額　C(A-B) 6,081,200 5,882,900 5,618,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 54.628 52.610 49.601

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

16,003.158 24,209.465 11,237.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

国・都支出金の合計　(③)

6,081,200 5,882,900 5,618,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 6,081,200 5,882,900 5,618,500

一般職員工数(人/年) 0.661 0.661 0.661

0

決算額

6,081,200 5,882,900 5,618,500

#DIV/0!#DIV/0!

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

0 0

当初予算額

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

レファレンス件数 件 目標値

成
果

受付件数 件

名称

説明

400 450 500

本館参考資料室で受付けた調査・相談件数 実績値 384 245

目標値 384 245 500

回答できた件数 実績値 380 243

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　■拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　■拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

・レファレンス件数は、利用者側からの求めに応じて行なうサービスなので、件数は各年度により格差が生じる。
・レファレンスサービスの件数が減少しているのは、PR不足によるところもあると思われるので、今後は図書館ホームページ等
で積極的にPRしていく。また、検索用データベース等を導入して、最新の情報を求める利用者の利用の増加を図っていく。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【第２次評価】（他課の管理職者による評価）

【第３次評価】（庁内部長職者で構成する行政評価会議による評価）

平成２３年度事務事業評価シート③　（評価対象：平成２２年度事業）

１ 次 評 価 及 び ヒ ア リ ン グ を 踏 ま え た ２ 次 評 価

予　算 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

　■拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　■拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

１ 次 評 価 及 び ２ 次 評 価 を 踏 ま え た ３ 次 評 価

レファレンスサービスは、利用者の求めに応じて発生するものなので、活動量が上下する要因を一概に捉えることはできない。
しかしながら、自主評価にもあるとおり、PRが不足していることは事実であるので、今後は、一層のサービスPRに努め、利用者
増を図られたい。また、レファレンスサービスの魅力を高め、要求に最大限応えることができるよう、検索用データベースの導入
は必須と考える。（各市導入済）なお、検索用データベースの導入に当たっては、課内予算の一時的見直しも視野に入れつつ、
工夫する努力も必要である。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化



【事業概要】

利用が低下している ）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

（ 市報掲載、ポスター掲示、チラシ配布、ホームページ掲載による情報発信の強化 ）

（ 本館/41回240人、東分室/4回66人、緑分室/22回527人 ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

（ 市民ボランティアとの協働 ）

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

（

活動実績
（事業の結果等）

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

（ 子どもに多種多様な絵本、紙芝居、パネルシアター、素話の世界を味わう機会を提供する。 ）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（ 絵本、科学絵本の読み聞かせ、紙芝居、パネルシアターの実演、素話、科学工作等を行った。 ）

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

目的
（何のために）

子どもたちに、本やおはなしの楽しさを知ってもらい、豊かな感受性や想像力、生きる力を育む。

対象
（誰・何を対象に）

本館/4歳以上の幼児・小学生、東分室/0～2歳の乳幼児と保護者、緑分室/3歳以上の幼児・小学生と保
護者

手段・方法
（内容、やり方等）

本館・東分室・緑分室において、本・紙芝居等を使ったおはなし会を行う

【総合計画における位置づけ】

レベル1（柱） レベル2（施策） レベル3（施策） レベル4（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

コミュニティ活動と生涯学習 活動の場の充実 公共施設の充実

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 図書館 担 当 課 長 田中　肇

種 別 □ソフト　■窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

共 通 課 題 ■環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　□条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（ 図書館法、公立図書館の第２次小金井市子ども読書活動推進計画 ）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 名 おはなし会事業 事 務 事 業 № 757

【基本情報】

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

おはなし会は、文字習得前後の子どもが、文字にとらわれることなく自由におはなしの世界を楽しみ、想像力を広げ養うことがで
きる。この事業を行ったことによる成果は目には見えにくいが、子どもの内部を成長させ、子どもと保護者の関係に影響を与え
ることにより、子どもの生きる力の一部となっていく。よって、恒常的に続けていくことが望まれる。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

目標値

説明 実績値

説明 実績値指
標
２

活
動
量

名称 目標値

成
果

名称

目標値 1698 1216 834

説明 本館、東分室、緑分室での参加延べ人数 実績値 1216 834

66 68 68

説明 本館、東分室、緑分室での実施回数 実績値 66 68指
標
１

活
動
量

名称 年間おはなし会実施回数 回 目標値

成
果

名称 年間おはなし会参加者数 人

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

指標１当たりコスト　(C/成果実績値) 882.944 2,107.050 1,374.290

指標２当たりコスト　(C/成果実績値) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

純支出額　C(A-B) 1,073,660 1,757,280 1,146,158

市民１人当たりコスト　(C/人口) 9.645 15.715 10.118

0 0 0

歳入合計　B(③+④+⑤) 0 0 0

歳
入

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

その他の合計　(⑤)

嘱託職員人件費 305,000 297,680 289,458

歳出計　A(①+②) 1,073,660 1,757,280 1,146,158

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

再任用職員人件費 0 0 0

一般職員工数(人/年) 0.079 0.159 0.095

一般職員人件費 729,560 1,415,100 807,500

執行率 93.10% 75.68%

1,034,560 1,712,780 1,096,958

58,800 49,200

決算額 39,100 44,500

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

39,100 44,500

当初予算額 42,000



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

業務のより一層の効率化 ）

□あり→
■なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方

法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　■窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

田中肇

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

各種事業を実施し、図書館や本に興味を持ってもらい、図書館の利用を促す。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

758事 務 事 業 名 図書館行事事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　□条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

図書館法、公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 図書館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

活動の場の充実 公共施設の充実

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

より一層の図書館の利用促進を図るため

市民及び図書館利用者（文庫等関係団体含む）

映画会、講座、講演会、講習会、訪問型（学校訪問）、体験型（１日図書館員）等、

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

各種事業を実施し、図書館や本に興味を持ってもらい、図書館の利用を促進した。

（
窓口業務と兼任なので、人出があまり割けず実施が難しい。児童関係の行事は、職員の経験値
によるところが大きいので、経験者の減少は今後の課題である。

（ 前年度実績をもとに各種行事について、内容等の見直しを内部で行っている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

学校訪問 ９校/８３６名、　おたのしみ会 ３回/１１１名、　映画会 ７２名、　１日図書館員 ３日/１４
名、　図書補修の講習会 １７名、　リサイクル図書の配布 ６日/４，２００冊
※講演会（寄席）は、計画停電のため中止

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

図書館行事のうち、おはなし会、おはなし読み聞かせ講習会、ハンディキャップ関係の講習会については、既に個別に行政評
価を実施しているため、ここには入れていない。よって、ここに含む行事は、講演会、学校訪問、映画会、おたのしみ会、1日図
書館員、本の補修講習会、リサイクル図書配布の計７件である。平成22年度の講演会については、計画停電の影響を考え中
止したため、職員工数、決算額に変動がある。会場が図書館内ということであまり広くなく、参加人数をこれ以上増やすことは難
しい。また、窓口業務と兼任なので、人手があまり割けず実施が難しい。児童関係の行事は、職員の経験値によるところが大き
いので、経験者の減少は今後の課題である。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 932 1,050 1,050

図書館行事の延べ参加人数 実績値 932 1,050

7 7 7

図書館行事の件数 実績値 7 6指
標
１

活
動
量

行事件数 件 目標値

成
果

参加人数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

24,000 0

当初予算額 24,000 24,000 24,000

決算額 24,000 0

1,526,560 1,430,860 1,431,056

0.00%100.00%

232,556

一般職員人件費 1,297,200 1,201,500 1,198,500

一般職員工数(人/年) 0.141 0.135 0.141

0

1,550,560 1,430,860 1,455,056

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 229,360 229,360

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

1,663.691 1,362.724 1,385.768

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 13.929 12.796 12.845

0 0 0

純支出額　C(A-B) 1,550,560 1,430,860 1,455,056

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　■その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

・関係課との調整、又共同利用している昭島市との調整を行う。
・図書館システム回線を本庁舎から分離し、独自回線にする。 ）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　■窓口ソフト　■□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

田中　肇

□環境関連　　□男女共同参画関連　　■情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

リース期間満了により新システムを導入する。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。■行っている（具体的内容を下欄に記
入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

760事 務 事 業 名 図書館システム運用事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

図書館法、公共図書館の設置及び運営上の望ましい基準

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 図書館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

活動の場の充実 公共施設の充実

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

図書館運営の効率化と利用者の利便を図る。

図書館利用者

市内の各館をネットワークで結び、どこの館でも貸出・返却・予約・検索等のサービスを提供する。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

新システムの導入を実施した。

（
・旧システムでの利点が新システムに踏襲されていない。
・システム回線が本庁舎経由であるため、停電等による図書館の休館日が生じてしまう。

（ インターネット予約の開始。予約メール連絡の開始。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

新たなサービスが開始できた。 ）

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

・書架に在架している資料の予約を開始したことで、リクエスト件数が大幅に増加し、業務量も増えた。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

名称

説明

19,107,690

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

目標値

0再任用職員人件費 0

名称

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

説明

目標値 74.512 80,583

117,884説明

名称

リクエストの年間受付件数 実績値

21,350,700 21,350,700 19,107,690

システム借り上げ料 実績値

80,583

21,350,700指
標
１

活
動
量

システム運用費 円 目標値

成
果

リクエスト受付総数 件

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

21,350,700 19,107,690

当初予算額 21,351,000 20,305,000 18,904,000

決算額 21,350,700 19,107,690

3,808,800 4,512,300 969,000

94.10%100.00%

一般職員人件費 3,808,800 4,512,300 969,000

一般職員工数(人/年) 0.414 0.507 0.114

0

25,159,500 23,619,990 19,873,000

再任用職員工数(人/年)

嘱託職員人件費

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③)

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

#REF! #REF! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 226.009 211.232 175.440

0 0 0

純支出額　C(A-B) 25,159,500 23,619,990 19,873,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④)

執行率



【事業概要】

（ 外国理解の事業に偏っていて、外国人と交流を深める事業が減っている。

（ 講座終了後にアンケートを行い、回答をもとに見直しをおこなっている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

住んでみてわかるボリビア　17人・住んでみてわかるネパール　21人
住んでみてわかるインドネシア　25人・アメリカ日系移民史から見たアメリカの一面　22人
国後・色丹島で生活するロシア人たち　22人

）

国際化の時代に、外国文化や外国人に対する理解を深め、在住外国人には、日本文化を知ってもらうた
め、また、両者の交流を深める場を提供する。

市内在住・在勤・在学者　３０人

講師による講義・実践

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

実際にその国で生活したことがある講師の話から、理解を深められた市民が多かった。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法　・　小金井市公民館条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館本町分館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

187事 務 事 業 名 国際交流事業（本町分館）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

シニアボランティア等その国で生活をしたことがある方を講師に迎え、馴染みのない国を中心に
理解を深めてもらう。

）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

企画実行委員とアンケート等をもとに見直しを図る。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　■その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 222,800 278,000 109,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 2.001 2.486 0.962

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

3,481.250 2,598.131 1,816.667

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

222,800 278,000 109,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.055 0.022

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 174,800 0 0

一般職員工数(人/年) 0.019 0.000 0.000

198,000

決算額 48,000 80,000

174,800 198,000 77,000

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

48,000 80,000

当初予算額 48,000 80,000 32,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

講座開催数 回 目標値

成
果

参加人数 人

名称

説明

3 5 2

22年度は、21年度の評判を受けて回数を増やしてい
る。

実績値 3 5

目標値 90 150 60

参加率は2年間概ね７０％を超えている。 実績値 64 107

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

住んでみてわかるシリーズと題して、現地に実際に住んだ方を講師として迎えた企画が好評だったため、２２年度は、事業数を
拡大したが、予算減や講師探しが難しいため、２３年度は、事業数を減した。また、外国への理解を深める底辺拡大事業を展開
してきたが、今後、外国人との交流を深める事業をもう少し取り入れていきたい。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

77,000

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

国際交流を行っている方々と情報交換をして、より喜ばれる内容にする。 ）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

大関　勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

七夕伝統行事を通して地域の方が一人でも多く国際交流のきっかけ作りとなる事を目的とする。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

187.1事 務 事 業 名 国際交流事業（貫井南分館）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第２２条1項、小金井市公民館条例第４条2項

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

地域に暮らす外国人の方々との相互理解と市民交流のかけはしの一端を担う。

市内在住・在勤・在学の方

七夕の日の前で実施し、地域の国際交流会館等に協力をお願いする。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

申込を超える参加者があり盛り上がる。

（ 外国人相手の為、外国語が出来る担当者・スタッフは必須。

（ 毎年参加する外国人は、当日入りがあり予定通りに進まない。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

日頃の日本語学習の成果を七夕紙芝居で発表。浴衣の着付け、折り紙、短冊笹飾り、花笠音頭
等で日本の文化を体験。笹飾りのお土産も好評でした。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

　世界の多様な国籍の中で、中国、ベトナム、フィリピン、タイ、インドネシア、イラン、アメリカ、の方がそろい、自国の言葉と文化
等、紹介も行い、日本を含めると８カ国にもった。みんなで日本の盆踊りや花笠を踊り交流をした。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 50 50 50

実際に出席した延べ人数 実績値 60 60

40 40 40

市報、ポスター、チラシ、月刊こうみんかん 実績値 40 38指
標
１

活
動
量

募集事務 人 目標値

成
果

実際に出席した延べ人数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

16,000 16,000

当初予算額 16,000 16,000 16,000

決算額 16,000 16,000

4,072,700 3,955,400 3,799,000

100.00%100.00%

475,500

一般職員人件費 3,597,200 3,479,900 3,323,500

一般職員工数(人/年) 0.391 0.391 0.391

0

4,088,700 3,971,400 3,815,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 475,500 475,500

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③)

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

68,145.000 66,190.000 76,300.000

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 36.729 35.516 33.679

0 0 0

純支出額　C(A-B) 4,088,700 3,971,400 3,815,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④)

執行率



【事業概要】

（

（ 毎年市民準備会を立上、市民の希望する講座を実施している。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

延べ受講者数　７６人（男性２２名、女性５４人）、保育延べ人数１５人 ）

・男女共同参画の推進。・女性の自立のための条件整備。・計画の推進。心を豊かに、健康な家庭環境
づくり。

市内在住、在勤、在学の方。

市民準備会を市報等で公募し、講座の企画・内容検討を行い、全６回開催。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

アサーティブネスを取り入れ、世代をこえたコミュニケーションづくりが出来た。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのまち（文化と教育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第２２条、小金井市公民館条例第４条

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

198事 務 事 業 名 男女共同参画講座（本館）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

男女共同参画の立場で、家庭のコミュケーションを見つめ直し、生活への不安や気がかりなこと
の解消のきっかけづくり。

）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関　勝広

□環境関連　　■男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

既に、市民協働を取り入れ、男女共同参画室等との連携を取りながら実施している。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 535,250 645,700 625,700

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 4.808 5.774 5.524

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

26,762.500 28,073.913 20,856.667

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

535,250 645,700 625,700

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 368,000 445,000 425,000

一般職員工数(人/年) 0.040 0.050 0.050

0

決算額 167,250 200,700

368,000 445,000 425,000

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

167,250 200,700

当初予算額 167,250 200,700 200,700

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

講座開催日数 日 目標値

成
果

講座参加人数 人

名称

説明

5 6 6

平成２１年度において他の講座に１日分を分けたが、準
備会等の要望から６日開催に戻した。

実績値 5 6

目標値 40 30 30

講座内容により受講者の増減があることから内容を再
考し、若年世代を取り組む事業とした。

実績値 20 23

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

・子育て世代と高齢者世代との親睦・交流を目的としたことから、保育の希望が増となり募集人数を減してでも、内容の変更を
計った。
　講座開催日を、従来水曜日午前中としていたが、子育て世代にとって水曜日はお子さんがお昼ごろ帰宅することが多く、金曜
日午前中に開催日を変更した。高齢者学級との内容の重複を打開し、子育て世代と高齢世代との親睦、交流相互理解を目的と
して実施した。
・市民準備会を立上、講座の内容から（全６回開催）検討し講座を組み立てた。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

（ 市報・ポスター・チラシ等で募集しても申込は少なく、関係団体等に依頼

（ 参加者が少ないため、専門家に伺い検討を重ねています。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

参加者の関心は、想像以上にあり講座が終了しても次回のシリーズを期待する内容となった。 ）

男女が社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参加する機
会が確保され、男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を亨受することができ、共に責任
を学ぶ。

市内在住・在勤・在学の方

１０月８日から１０月２９日の毎週金曜日全４回で１回あたり２時間の講座を実施。２２日は資料室等訪問
見学。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

セルフ・エスティームを高める事で自信と誇りを持ち、物事を前向きにとらえ、男女問わず人間関
係も良好になり周囲に好影響の講座になりました。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第２２条1項、小金井市公民館条例第４条2項

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

200.1事 務 事 業 名 男女共同参画講座（貫井南分館）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

当時、男女共同参画という思想は無かったが、女性の社会進出、社会貢献への変遷等を伺う ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

大関　勝広

□環境関連　　■男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

男女共同参画室に今後も相談しながら検討していく。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 4,168,700 4,051,400 3,847,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 37.448 36.231 33.962

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

45,809.890 40,514.000 64,116.667

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

4,168,700 4,051,400 3,847,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 475,500 475,500 475,500

一般職員人件費 3,597,200 3,479,900 3,323,500

一般職員工数(人/年) 0.391 0.391 0.391

0

決算額 96,000 96,000

4,072,700 3,955,400 3,799,000

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

96,000 96,000

当初予算額 96,000 96,000 48,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

募集事務 人 目標値

成
果

実際に出席した延べ人数 人

名称

説明

30 30 30

市報、ポスター、チラシ、月刊こうみんかん 実績値 31 32

目標値 120 120 60

実際に出席した延べ人数 実績値 91 100

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

参加者からの評価は高いが、定員２０人を超えるには、毎年地道な努力で挑まねばならない。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

（
３０代から４０代は自分らしい生活スタイルで、自分を表現することなど上手な方が多い。子育て
の情報や生きがいを得ることができる講座の充実をめざす。

（ 参加者が少ないため、内容の検討や曜日の設定など毎年見直しを図っている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

コミュニケーションをみがく、パントマイムを楽しむ、スウェーデン流子育て、スムーズな子離れ、性
の話、体をゆっくりとほぐす体操、野菜をおやつを作る。

）

表現力やコミュニケーション力をみがきながら、自らの意見を表現し、思いを発信することで男女共生をさ
らに推進することを目的とします。

成人一般、特に子育て中の３０代から４０代の主婦、20名。保育付き。

５月７日から６月２５日の毎週金曜日、全８回で１回あたり２時間の講座を実施。パントマイム、野菜を使っ
たお菓子づくり、スウェーデン流子育てなども盛り込みながら、コミュ二ケーションの魅力を学ぶ。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

講師を囲みながら、毎回時間を超えて自分の思いや意見交換などで活発な講座となりました。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第２２条の一
小金井市公民館条例 第4条（１）

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

200.2事 務 事 業 名 男女共同参画講座(東分館）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

表現力やコミュニケーション力をみがく ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

大関　勝広

□環境関連　　■男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方

法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

魅力ある内容で、より多くの参加者を増やす。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 627,000 743,100 664,200

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 5.632 6.646 5.864

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

13,933.333 10,320.833 5,535.000

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

627,000 743,100 664,200

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 475,500 475,500 482,400

一般職員人件費 0 0 0

一般職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

0

決算額 151,500 267,600

475,500 475,500 482,400

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

151,500 267,600

当初予算額 151,500 267,600 181,800

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

募集事務 人 目標値

成
果

実際に出席した延べ人数 人

名称

説明

20 20 20

市報、ポスター、チラシ、月刊こうみんかん 実績値 17 18

目標値 100 160 120

実際に出席した延べ人数 実績値 45 72

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

２０人の定員にもかかわらず、毎年参加者が少ない。日程、内容など改善できることはしているがまだまだ努力が必要と感じて
います。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

（
事業の運営をボランティアスタッフに依存するところが多い。学習者の増加に対して教室のスペー
スが限界にきている。

（
年中行事の内容、学習者への指導、教室の運営については、ボランティアスタッフが、予算が絡
む事項については担当職員を交えて見直しをしている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

年間４８回の授業を実施し、延参加外国人は１２１６人であった。また、ボランティアスタッフ養成講
座の参加人数は全５回、延１２６人であった。

）

日本語の日常会話に不自由している外国人に対して、ボランティアスタッフが市民生活に必要な初歩の日常会話の学
習を支援するとともに、市民と外国人の交流を図り、日本文化を理解してもらうため。また、教室での指導・運営に係る
ボランティアスタッフの知識と技術向上を図るため。

市内在住・在学・在勤の外国人、生活日本語教室ボランティアスタッフ

毎週土曜日の午前中、公民館緑分館において、市民のボランティアスタッフの指導により外国人が日本
語を学習する。その他、七夕、新年、節分、等日本の年中行事をおり交ぜて学習者に日本の文化を理解
してもらう。また、年５回、ボランティアスタッフ向けに外部講師を招き研修会を開催する。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

学習している外国人全ての、日常の日本語の会話技術の向上が図れた。また、ボランティアス
タッフの知識・技術の向上が図れた。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法、小金井市公民館条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

201事 務 事 業 名 生活日本語教室事業

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

学習している外国人全ての、日常の日本語の会話技術の向上。また、ボランティアスタッフの知
識・技術の向上

）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

大関　勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

予算上の増額は難しい。公民館利用団体の利用状況からみて、新たな教室のスペース確保は難
しい。

）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 1,456,900 1,422,750 944,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 13.087 12.724 8.338

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

1,068.892 1,170.025 787.083

16,745.977 11,291.667

0 0 0

7,556.000

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

1,456,900 1,422,750 944,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 956,800 925,600 884,000

一般職員工数(人/年) 0.104 0.104 0.104

0

決算額 500,100 497,150

956,800 925,600 884,000

99.05%99.25%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

500,100 497,150

当初予算額 503,880 501,900 60,500

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

開催日数 回 目標値

成
果

参加人数 人

名称

説明

48 48 48

生活日本語教室の年間開催日数 実績値 48 48

講座への延参加人数 人

目標値 1300 1300 1200

生活日本語教室の年間延学習者数 実績値 1363 1216

実績値 5 5指
標
２

活
動
量

ボランティアスタッフ養成講座の開催回数 回 目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

ボランティアスタッフ養成講座への延参加人数 実績値 87 126

125

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

当該教室での学習を希望する外国人は増加している。引き続きボランティアスタッフによる教室での指導・運営に期待するところ
が大きい。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

5 5 5

ボランティアスタッフ養成講座の開催回数

名称

説明

目標値 100 125

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

実行委員会による市民参加を推進している。 ）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方

法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関　勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

利用団体の交流を図る。特に、積極的に参加を促したい子どもたちの参加を促進する。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

204事 務 事 業 名 利用者団体のつどい（本館）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第２２条、小金井市公民館条例第４条

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのまち（文化と教育）

福祉会館で活動している利用団体に活動発表の場を提供するとともに利用者相互の交流を図る。

市内在住、在勤、在学の方。福祉会館利用団体。

文化活動事業を開催。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

「ロボット来襲」という子ども向けの文化事業を開催することによって、地域の子どもたちの参加を
得ることができた。講師に地域の大学のサークル員を招くことで、大学サークルと公民館との交流
も進んだ。

（

（
福祉会館まつりを実行委員会形式で実施することで、市民の参加を一層進めて実施することにし
た。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

延べ受講者数　７０人 ）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

地域の方々に公民館を知ってもらう事とともに、子どもたちの活動が少ないことが課題となっているので、子どもたちの参加を得
られる企画を設定した。多くの子どもたちの参加を得たことに加えて、前原小学校、第一小学校、東京農工大学などから様々な
協力を得ることが出来たことも収穫である。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 60 60 60

多くの地域の方々の参加を得ることが出来た。特に子
どもたちの参加が多かった。

実績値 90 70

1 1 1

 実績値 1 1指
標
１

活
動
量

講座開催日数 日 目標値

成
果

講座参加人数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

24,000 24,000

当初予算額 24,000 24,000 200,700

決算額 24,000 24,000

552,000 534,000 510,000

100.00%100.00%

0

一般職員人件費 552,000 534,000 510,000

一般職員工数(人/年) 0.060 0.060 0.060

0

576,000 558,000 710,700

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

6,400.000 7,971.429 11,845.000

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 5.174 4.990 6.274

0 0 0

純支出額　C(A-B) 576,000 558,000 710,700

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

（ 利用団体の高齢化により、団体主体で動くのが難しくなっている。

（ 利用団体による実行委員会を２回開催し、見直し及び準備を行ってる。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

第２９回本町分館まつり
将棋大会、作品展示、模擬店、芸能発表（ハーモニカ・フラダンス他）、生け花体験、茶席、着付
け、特別イベント「ギター＆マリンバ～erikuo（エリクオ）と共に心湧き立つ午後のひとときを～」
延べ参加者約５４０人

）

日頃、本町分館を拠点に活動している利用団体が年に１回一同に会し、平素の学習の成果を発
表し合うとともにお互いの親睦と交流を図る。

本町分館の利用者及び地域住民、　特別イベントについては、先着４０人

利用団体による展示・芸能発表・模擬店、講師による特別イベント

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

特別イベント等は募集以上の人数が集まり、交流の場を作れた。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法　・　小金井市公民館条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館本町分館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

204.1事 務 事 業 名 利用者団体のつどい（本町分館）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

利用団体が年に一度、活動を発表することにより、お互いの親睦、交流を深めながら地域住民と
の交流も深める。

）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

団体主体の事業であることを団体に認識をさせること。
体力が必要な準備等を見直す。

）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　■その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 601,966 465,566 451,676

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 5.407 4.164 3.987

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

11,576.269 5,819.575 11,291.900

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

601,966 465,566 451,676

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.036 0.036

嘱託職員人件費 62,766 62,766 63,676

一般職員人件費 515,200 249,200 238,000

一般職員工数(人/年) 0.056 0.028 0.028

129,600

決算額 24,000 24,000

577,966 441,566 427,676

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

24,000 24,000

当初予算額 24,000 24,000 24,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

開催日数 日 目標値

成
果

特別イベント出席者 人

名称

説明

3 3 3

開催日数は、現状維持 実績値 3 3

目標値 40 40 40

年々、増加傾向にある。 実績値 52 80

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

利用者団体の高齢化により、実行委員の担い手が減り、団体主体で行うことが難しくなっている。
また、団体主体の事業であるという認識も薄れているので、団体へ認識させていくことも必要。
高齢者でも準備可能なまつりのあり方も今後の検討課題。
特別イベントに関しては、年々参加者が増えているので、地域の市民が楽しめるイベントを今後も考えていきたい。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

126,000

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

（
利用者団体の高齢化が進み、パネルの運搬、まつりの自主的な運営について積極的な参加があ
まり感じられない。

（
細かい点では毎年見直しを行っている。利用団体への呼び掛けるという方法は変更できないと思
われる。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

展示（陶芸、書道、絵画、園芸、俳句、水墨画、絵手紙、写真）、音楽発表（民謡、新舞踊、ニ胡演
奏、合唱、カラオケ、童謡、オカリナ、フラダンス）、ダンスサークルの発表と自由参加のダンス
パーティー、児童館の催し（一日ケーキ屋さん、おはなしのびっくり箱）、公民館催し（顔面紙芝居
ピカ)､交流会

）

貫井南センターの利用団体が年に一度一堂に会し、日頃の活動成果を発表しあい、親睦と交流を図る。

貫井南センター利用者団体と地域住民

作品展示、模擬店、音楽発表会、ダンスパーティー、交流会等

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

展示・模擬店等が行われ、各イベントも盛況に実施された。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第22条ニ、四、五
小金井市公民館条例第４条（3）（4）（5）（6）

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

204.2事 務 事 業 名 利用者団体のつどい（貫井南分館）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

利用団体の参加を得て日頃の活動成果を発表しあい、互いの親睦と交流を図ること。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　□行っている（具体的内容を下欄に記入）　■行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

大関勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方

法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

参加する団体が毎年きまっており、新規の団体参加が進まない。貫井南センターは児童館との複
合館であるため、もっと地域の方が見に来るような新しい形のまつりを考えなくてはならない。

）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　■その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 1,148,200 1,189,000 1,143,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 10.314 10.633 10.095

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

1,148,200 1,189,000 1,143,500

再任用職員工数(人/年) 0.111 0.111 0.111

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 791,200 765,400 731,000

一般職員工数(人/年) 0.086 0.086 0.086

399,600

決算額 24,000 24,000

1,124,200 1,165,000 1,119,500

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

24,000 24,000

当初予算額 24,000 24,000 24,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

参加団体の募集 団体 目標値

成
果

団体

名称

説明

40 40 40

利用団体に参加を呼び掛ける 実績値 32 34

人

目標値

実績値

実績値 700 800指
標
２

活
動
量

地域住民の来館数 人 目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　■要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 333,000

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

地域の中のセンターであることから、利用者関係者だけの観覧者だけで終わらせるのではなく、もっと多くの方が行ってみようよ
と思わせるまつりにしなければならない。前年踏襲からの脱却を目指し、形を変えたまつりの展開を実施しなければただ、やっ
ただけのまつりとなってしまう。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

1000 1000 1000

地域住民の来館数来館実績

名称

説明

目標値

388,500

名称

説明

名称

説明



【第２次評価】（他課の管理職者による評価）

【第３次評価】（庁内部長職者で構成する行政評価会議による評価）

平成２３年度事務事業評価シート③　（評価対象：平成２２年度事業）

１ 次 評 価 及 び ヒ ア リ ン グ を 踏 ま え た ２ 次 評 価

予　算 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　■要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

１ 次 評 価 及 び ２ 次 評 価 を 踏 ま え た ３ 次 評 価

"　現在、防災や福祉など市民生活を支える様々な分野で、地域力の衰退化が問題となっています。人々の思いやりやふれあ
いのある地域づくりを目指し、市民団体が意欲的に行っている様々な生涯学習活動を支援するという当該事業は、長い歴史を
持ち、目的に合った成果を地道に残して来ました。
　しかし、参加者の高齢化が進み、重い荷物を運べないなど活動力が低下し、事業運営がマンネリ化しているの傾向がありま
す。
　今後はさらに地域の高齢化が進むことを前提に考える必要があり、高齢者の生きがいづくりや、介護予防など、高齢者が地域
で生き生きと長く生活するための支援を行うという視点を持ち、加えて若い世代がさらに参加しやすいような事業運営を工夫す
ることが必要となっています。
　当該事業は、公民館５館で行っているため、全館で改善点の洗い出しを行い、例えば数年に１度は共同開催を行う等の企画
を検討をしてはいかがでしょうか。また次回の当該事業に対する行政評価は、公民館全体として行うことを提案したい。
"
 
 
 
 
 
 
 

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　■市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

参加団体の固定化、内容のマンネリ化の克服。利用団体の新規参加を促進する。利用団体の要
望を積極的に取り入れ、新しい企画や形態を奨励する。

）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

大関勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

多くの利用団体の参加を得て日頃の活動成果を発表し合い、互いの親睦と交流をはかること。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　□行っている（具体的内容を下欄に記入）　■行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

204.3事 務 事 業 名 利用者団体のつどい（東分館）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第２２条二、四、五
小金井市公民館条例第４条⑶⑷⑸⑹

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

公民館東分館の利用団体が年に一度一堂に会し、日頃の活動成果を発表しあい、親睦と交流をはか
る。

公民館東分館の利用団体及び地域住民

作品展示、研究発表、模擬店、邦楽発表会、インドネシア舞踊、沖縄民謡、囲碁コーナー、ダンスパー
ティー等

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

約４０団体の参加を得たこと、会場いっぱいに展示・模擬店等が行われ、各イベントも盛況に実施
されたこと。

（
参加する利用団体が毎年決まっており、新規の参加がなかなか進まないこと。毎年同じような企
画の繰り返しとなっていること。会場のスペースに物理的な限界があり、参加団体が希望する参
加形態を十分に実現できない場合があること。地域住民の参加がまだまだ少ないこと。

（
細かい点では毎年見直しを行っている（ごみ持ち帰りの表示を出す等）が、利用団体に呼び掛け
るという実施方法自体は変更できないと考えられる。参加団体を増やす努力は毎年している。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

展示（絵画・絵手紙・水墨画・型絵染工芸品・つる細工工芸品・羊毛細工工芸品・リボンレイ作品・
フラワーアレンジメント）、江戸文化かっぽれ公演、お茶席、めんそーれー沖縄ワールドへ（獅子
舞、エイサー、歌と三線、琉球舞踊）、インドネシア舞踊、ガムラン演奏会、アンクルン公演、邦楽
発表会、ダンスパーティ－、喫茶・模擬店、囲碁コーナー、リサイクル図書コーナー、など。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値 1000 1000

0

1000

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

①参加団体をさらに増やす、②各参加団体の要望を実現するよう部屋割り等を調整する、③参加団体相互の交流の機会を増
やす、④地域住民のさらに多くの来館を促す、⑤各イベントや模擬店を盛り上げ、参加した人の満足度を高める

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

1000 1000 1000

地域住民に呼びかけ、各イベントや催しを見てもらう

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

地域住民の来館実績 実績値 900 900

実績値 900 900指
標
２

活
動
量

地域住民への呼びかけ 人 目標値

成
果

地域住民の来館数 人

目標値 40 40 40

一定数の参加団体を得たが新規参加団体は少なかっ
た

実績値 36 38

40 40 40

利用団体に参加を呼び掛ける 実績値 36 38指
標
１

活
動
量

参加団体の募集 団体 目標値

成
果

参加団体の実績 団体

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

24,000 24,000

当初予算額 24,000 24,000 24,000

決算額 24,000 24,000

13,192,800 12,762,600 12,189,000

100.00%100.00%

0

一般職員人件費 13,192,800 12,762,600 12,189,000

一般職員工数(人/年) 1.434 1.434 1.434

0

13,216,800 12,786,600 12,213,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

12,213.000

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

367,133.333 336,489.474 305,325.000

14,685.333 14,207.333

市民１人当たりコスト　(C/人口) 118.727 114.350 107.817

0 0 0

純支出額　C(A-B) 13,216,800 12,786,600 12,213,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　■市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

利用団体へのセンターまつり参加の一層の周知、及び開催時間、発表形態、スペース利用の見
直し・工夫等が必要。

）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

大関　勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

公民館利用団体の日頃の活動成果の発表、公民館に関わる人たちと地域住民との親睦と交流 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

204.4事 務 事 業 名 利用者団体のつどい（緑分館）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法、小金井市公民館条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

公民館利用団体相互の親睦及び地域住民との交流

公民館利用団体及び地域住民

展示、音楽、模擬店、ダンス等、利用団体の日頃の活動の成果の発表

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

３８団体が参加し活動の成果を発表。１２００人もの来館があり、盛況であった。

（
参加団体がほぼ固定している。新規の参加希望が少ない。施設のスペースが決まっているため、
参加団体の希望に十分に応えられない。

（
実行委員会形式のため、実行委員会を開催しながら、準備、発表方法、プログラム、会場の配
置、片付け等細部について見直している。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

６月４～５日で開催、３８団体（展示部門１７、音楽部門１１、模擬店部門７、ダンス部門３）が参加。
１２００人が来館。６日の記念イベント（カントリーミュージック・コンサート）では８０人が来場。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値 80 80

0

100

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

新規参加団体を募集し、活性化を図る。施設スペースの有効利用を検討する。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

1 1 1

市主催イベントの開催回数

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

市主催イベントへの来場者数 実績値 80 80

実績値 1 1指
標
２

活
動
量

記念イベント開催回数 回 目標値

成
果

記念イベント来場者数 人

目標値 1000 1000 1000

緑センターまつり開催中の延来場者数 実績値 1200 1200

3 3 3

緑センター開催日数 実績値 3 3指
標
１

活
動
量

開催日数 日 目標値

成
果

来場者数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

24,000 24,000

当初予算額 24,000 24,000 24,000

決算額 24,000 24,000

622,759 606,299 580,199

100.00%100.00%

63,399

一般職員人件費 559,360 542,900 516,800

一般職員工数(人/年) 0.061 0.061 0.061

0

646,759 630,299 604,199

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 63,399 63,399

0 0 0

6,041.990

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

538.966 525.249 604.199

8,084.488 7,878.738

市民１人当たりコスト　(C/人口) 5.810 5.637 5.334

0 0 0

純支出額　C(A-B) 646,759 630,299 604,199

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

（ 募集開始早々定員に達してしまった。

（ 会議で問題点を話し合う。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

ザ・クラシック・ソーラン節・チャルダッシュ他全12曲のステージを2回 ）

音楽に触れ、愛好曲を広げ、音楽の聴き方を身につけること。音楽を聴いて感じ豊かな感性を育てるこ
と。

市内在住・在学・在勤・その他

１日２回演奏会を行い、入替制とする。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

参加者に楽しんで頂けた。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第２２条、小金井市公民館条例第４条

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

205.1事 務 事 業 名 音楽鑑賞のつどい（緑）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

音楽を通した異世代交流と、クラシックとポップスという幅広い音楽の魅力を堪能していただく。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関　勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

募集方法と定員の見直し ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 249,532 244,432 178,132

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 2.242 2.186 1.573

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

1,341.570 1,253.497 890.660

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

249,532 244,432 178,132

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 21,132 21,132 21,132

一般職員人件費 156,400 151,300 85,000

一般職員工数(人/年) 0.017 0.017 0.010

0

決算額 72,000 72,000

177,532 172,432 106,132

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

72,000 72,000

当初予算額 72,000 72,000 72,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

講座開催日数 日 目標値

成
果

講座参加人数 人

名称

説明

1 1 1

演奏会は１日２回 実績値 1 1

目標値 200 200 200

応募者多数の為定員を各回110名にして対応した 実績値 186 195

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

３年連続同じアーティストに演奏を頼んだ。年々応募が増えている。演奏はアーティストの厚意により１時半～２時半、４時～５時
の２回である。１時半からの部は募集開始早々定員に達した。１時半に入れなかった人が４時からというパターンが多かった。
冬だと５時過ぎると暗くなってしまうので、もう少し早い時間に設定できないか、今後の課題である。
家族で楽しめる講座が少ない中、この集いは小学生に大変人気があり、家族連れが多い。演奏終了後はアーティストと記念写
真を撮ったりして、とてもいい雰囲気のコンサートである。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

（ 講師謝礼（演奏者）が少ない。

（ 参加者にアンケート、企画実行委員の意見による。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

わざわざ遠くまで行かずに生の演奏が楽しめるため高齢者等も参加できる。参加者数　63人 ）

音楽の美しさを・楽しさを聴いて豊かな感性を育てるとともに、市民の心をいやすこと。

市内在住、在勤、在学の方。

さまざまな音楽文化のさまざまな曲を生演奏をする。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

受講後に、アンケートと企画事項委員の意見による。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がな
い（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習の推進 生涯学習に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

小金井市公民館条例第4条2項、社会教育法第22条1項

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

205.2事 務 事 業 名 音楽鑑賞のつどい（貫井南分館）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

受講すること、心を豊かにし、生活に潤いを持たせる。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

大関勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

他の部屋から音が漏れてきて残念、しかしまじかに生の演奏が聴けるのは付近の市民には、嬉し
いことである。

）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 570,000 669,600 653,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 5.120 5.988 5.765

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

9,047.619 10,628.571 13,060.000

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

570,000 669,600 653,000

再任用職員工数(人/年) 0.166 0.166 0.166

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 0 0 0

一般職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

597,600

決算額 72,000 72,000

498,000 597,600 581,000

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

72,000 72,000

当初予算額 72,000 72,000 72,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

応募事務 人 目標値

成
果

当日に出席希望人数 人

名称

説明

30 30 30

実際に申込した人数 実績値 78 84

目標値 50 50 50

実際に出席した人数 実績値 63 63

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 498,000

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

　誰でもが、生演奏の音楽を聴くことのできるチャンスを得られることは、心を豊かにし感性を育てるるとともに心のゆとりを持て
ることは生活の上で必要なことである。一流演奏家の出演費とは、言えないが、せめて、今の10倍は欲しい。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

581,000

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

毎年、目的が達成されていることから、現状維持していきたい。 ）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

高齢期を生き生きと過ごし、学習と仲間作りの場を提供すること。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

208事 務 事 業 名 高齢者学級事業(本町分館）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法　・　小金井市公民館条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館本町分館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

高齢化社会を迎え、おとしよりの健康問題、生活課題等を学び、相互に交流を深め、これからの生きがい
のある生活を送るため。

市内在住の６０歳以上の市民　４０人

講師による講義・実践・野外研修・懇談会等

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

２０回の様々な講座を通して、仲間作りを目の当たりにできた。

（

（ 準備会を開いて、市民と内容について見直し及び企画をしている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

生きがい広場　６６１人（全２０回） ）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

年々、準備会での意見交換も活発になり、良い方向へ改善されている。
マンネリ化している部分は見直し、講義だけに偏らず、仲間作りを意識できるような講座を今後もしていきたい。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 640 640 640

参加率８０％を目標としているが、皆勤も数名出る等、
参加率はよい。

実績値 679 661

20 20 20

近年、開催数維持 実績値 20 20指
標
１

活
動
量

講座開催数 回 目標値

成
果

延べ参加人数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

311,190 310,880

当初予算額 322,480 323,680 278,570

決算額 311,190 310,880

729,632 706,832 676,873

96.05%96.50%

30,873

一般職員人件費 699,200 676,400 646,000

一般職員工数(人/年) 0.076 0.076 0.076

0

1,040,822 1,017,712 955,443

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 30,432 30,432

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

1,532.875 1,539.655 1,492.880

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 9.350 9.101 8.435

0 0 0

純支出額　C(A-B) 1,040,822 1,017,712 955,443

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

（
多数抽選となっているが、当選した方の健康状態を把握できないため、実際には野外学習などで
常に目を付けていないとならないことがある。

（
講義内容、野外学習、班活動等のカリキュラムのバランスが良いとの参加者からの感想をいただ
いているため、あえて見直しを行っていない。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

市長に聞く、高齢者のためのストレスに負けないメンタルトレーニング術、野外学習（足利学校
等）、時事問題（民主党と自民党の今後の行方と今後の日本は）、高齢者を狙う悪質商法事例か
ら学ぶ、脳は若返る、音楽、経済（迫りくる食糧危機）、歴史（日露戦争と韓国併合）、文学（松本
清張の世界）、外交（情報収集力と外交・安全保障）、自分史のすすめ、映像で見る小金井の歴
史、健康体操、班活動

）

高齢者の置かれた現状と課題を見据え、「生きがいのある毎日のために」をテーマに共に学び、行動し、
社会参加のあり方を考え、生きがいを見出す。

６０歳以上の市民

講義、自主的な班活動、懇親会、野外学習（歴史的建造物の見学等）を経験する。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

性格的な個人差もあるが、互いに名前を覚え、楽しく語り合う等、一定程度仲間づくりが進んだ。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第22条の一、小金井市公民館条例第４条⑴

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

208.1事 務 事 業 名 高齢者学級事業（貫井南分館）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

生きがいある毎日を過ごすため、様々なテーマの学習や班活動を通しての仲間づくり ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
□行っている（具体的内容を下欄に記入）　■行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

大関勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

申込者、又は当選者の健康状態の把握をどのように行うか、市報等で自分のことは自分で管理
できる方としても、申込者の「自分は大丈夫」という思い込みから他人から見たら実際はギャップ
があることへの対応策を考えなくてはならない。

）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　■その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 5,033,200 4,876,900 4,668,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 45.213 43.614 41.214

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

7,696.024 6,680.685 4,613.142

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

5,033,200 4,876,900 4,668,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 4,793,200 4,636,900 4,428,500

一般職員工数(人/年) 0.521 0.521 0.521

0

決算額 240,000 240,000

4,793,200 4,636,900 4,428,500

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

240,000 240,000

当初予算額 240,000 240,000 240,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

募集事務 人 目標値

成
果

実際に出席した延べ人数 人

名称

説明

45 45 40

市報、ポスター、チラシ、月刊こうみんかん 実績値 39 44

目標値 897 1012 1012

体調変化により途中退会者が出たが、出席率は良い。 実績値 654 730

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

学習カリキュラムについては、参加者からの感想から一定の評価をいただいているが、ワンパターンにならないよう気を付ける
必要がある。もっと仲間づくりが推進できるような内容を考えなくてはならない。健康状態をどう把握するかが今後の課題とな
る。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　■その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

各館で同じような学級を開設しており共通の課題に対して統一的に対応する。新参加者の定着を
優先課題とする。経験者の参加を自主グループ化等さらにグレードアップする方向に導く。新しい
企画内容に挑戦しマンネリ化を打開する。

）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方

法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

大関勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

地域の高齢者が生きがいある毎日を過ごすため、様々なテーマの学習や共同活動を通しての仲
間づくり

）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

208.2事 務 事 業 名 高齢者学級事業（東分館）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第２２条の一
小金井市公民館条例第４条⑴

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

地域の高齢者の生きがいある暮らしづくりと仲間づくり

おおむね６０歳以上の地域住民

講義、ミニコンサート鑑賞、共同作業による料理、手作業による手工芸品づくり、野外研修（季節の植物
や史跡、文化財等の見学等）

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

まだまだ不十分な部分もあり、また個人差もあるが、互いに名前を覚え、楽しく語り合う等、一定
程度仲間づくりが進んだ。

（
数年来の参加者の増加により新参加者が定着しにくいこと、内容のマンネリ化、参加者の高齢化
による行動の制約。

（
数年にわたり参加している経験者クラスと新人クラスに分けて別々に実施、班編成を行い当番制
で班の仕事を与える、班活動を増やし仲間づくりを促進する。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

江戸文化かっぽれ鑑賞、シリアの話、源氏物語の魅力、野外研修「さくらんぼ狩り」、時事問題、
ハーブを楽しむ、みんなで歌いましょう、楽しいリース作り、野外研修「朝日新聞社見学」、柳田国
男『遠野物語』を読む、健康体操、写真で振り返る小金井、野外研修「文化財センター見学」、み
んなで料理、津軽三味線鑑賞。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

①継続参加者のグレードアップをはかり自主グループ化を促進する、②新参加者の定着を促進する、③班活動をさらに推進し
一層の仲間づくりをはかる、④安易な前年踏襲をせず新企画につとめ、学級内容の充実と参加者の満足度を高める。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

 

目標値 800 800 800

21年度に2クラスで実施し、22年度はそのうち一つを自
主運営化したため新たに新人のみのクラスを設置。

実績値 1298 551

40 40 40

市報、ポスター、チラシ、月刊こうみんかん 実績値 99 56指
標
１

活
動
量

募集事務 人 目標値

成
果

実際に出席した延べ人数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

531,240 525,780

当初予算額 531,240 525,780 240,000

決算額 531,240 525,780

3,992,800 3,862,600 3,689,000

100.00%100.00%

0

一般職員人件費 3,992,800 3,862,600 3,689,000

一般職員工数(人/年) 0.434 0.434 0.434

0

4,524,040 4,388,380 3,929,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

3,485.393 7,964.392 4,911.250

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 40.640 39.245 34.685

0 0 0

純支出額　C(A-B) 4,524,040 4,388,380 3,929,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

（
高齢者といっても幅広く、体力や興味の差がある。誰もが楽しめるようなプログラムを組むのは難
しい。

（ 学級の最終日にアンケートを取り、それをもとに企画実行委員会で内容を検討している。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

落語、オリエンテーション、食育、ウォーキング、ペタンク、認知症を知って支え合おう、野外研修
「つくば牡丹園・宇宙センター」、歯の健康、野外研修「昭和記念公園」、俳句、夏の歌、カントリー
＆ウェスタン音楽でダンスを踊ろう、反省会、貫井囃子

）

地域の高齢者の生きがいある暮らしづくりと仲間づくり

６０歳以上の市内在住の方

全１３回。毎回内容を変えて、講義、ミニコンサート、ダンス、歌、軽スポーツ、野外研修（公園散策や施設
見学）等を行う。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

名前と顔は一致しなくても、街中で会ったら挨拶できるような関係は築けたのではないかと思う。
学級をきっかけに老人会などに加入した方もいる。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第２２条、小金井市公民館条例第４条

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

208.3事 務 事 業 名 高齢者学級事業（緑分館）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

地域の高齢者が健康に暮らせるように、楽しい講座を通した仲間づくりをサポートする。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関　勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

市民を交えた準備会で幅広く情報収集をする。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 598,116 570,316 604,516

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 5.373 5.100 5.337

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

1,666.061 1,345.085 1,162.531

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

598,116 570,316 604,516

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 274,716 274,716 274,716

一般職員人件費 0 0 0

一般職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

0

決算額 323,400 295,600

274,716 274,716 274,716

89.63%99.81%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

323,400 295,600

当初予算額 324,000 329,800 329,800

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

講座開催日数 日 目標値

成
果

講座参加人数 人

名称

説明

13 13 13

実績値 13 13

目標値 520 520 520

実績値 359 424

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

22年度は、参加者が楽しめるようなプログラムをたくさん取り入れた。落語やカントリーダンス、貫井囃子等の人気が高かった。
班活動があまりなかったので、増やしてほしいという要望があった。開催時期を他館と合わせてほしいとの要望もあった。反省
点を今後に生かしていきたい。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

（

（ 毎年市民準備会を立上、市民の希望する講座を実施している。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

延べ受講者数　１６０人（男性２０名、女性２６人） ）

・公民館基本方針に基づき、地域の課題や生活課題をテーマに実施。

市内在住、在勤、在学の方。

講座を６回開催。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

世相に合ったテーマを取上げ、参加者も満足いくものになった。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのまち（文化と教育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第２２条、小金井市公民館条例第４条

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

209事 務 事 業 名 市民講座事業（本館）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

公民館の基本方針に基づき、地域の課題や生活をテーマに実施。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関　勝広

■環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

講座の内容を決定するにあったて、市民を交え準備会を設けているので。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 556,000 654,000 630,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 4.995 5.849 5.562

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

22,240.000 4,087.500 1,750.000

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

556,000 654,000 630,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 460,000 534,000 510,000

一般職員工数(人/年) 0.050 0.060 0.060

0

決算額 96,000 120,000

460,000 534,000 510,000

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

96,000 120,000

当初予算額 96,000 120,000 120,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

講座開催日数 日 目標値

成
果

講座参加人数 人

名称

説明

5 6 6

平成２２年度において準備会等の要望から６日開催とし
た。

実績値 5 6

目標値 300 360 360

テーマを社会保障・社会福祉とし、世風に合った題材と
した。

実績値 25 160

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

高度に発達した現代社会の課題を学ぶことは難しい。今回の市民講座においては、年金、医療、介護、子育てと多くの視点から
現代社会の社会保障を考察した。切り口を変えることによって、現代社会の課題を浮き彫りにする学習が可能となった。参加者
の意見交換を導入することで、知識を得ることに加えて、その知識を自分たちのものとする学習を目指した。６回の連続講座な
らではの企画であるが、参加者をさらに増やすことがもとめれれる。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

（

（ 講座終了後にアンケートを行い、回答をもとに企画実行委員会で見直しをおこなっている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

元気な歌声で小金井を明るくしよう　３８人・苗字でルーツを探そう　３２人
知っているようで知らない大人のマナー　４９人（２回）・朗読入門　６３人（４回）
元気な歌声で小金井を明るくしようその２　３４人・中南米移民への先駆者 榎本武揚　３２人

）

一般成人教育で会得した知識や技術をなお一層学習すること。

市内在住・在勤・在学者　３０人

講師による講義・実践

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

シリーズとし、毎年開催する講座も生まれ、参加者に根付いてきている。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法　・　小金井市公民館条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館本町分館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

209.1事 務 事 業 名 市民講座事業（本町分館）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

地域の問題や生活の問題を取り上げ、参加者が学習したものを還元できる場を提供すること。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方

法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

現状維持を目指したい。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 736,800 517,200 557,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 6.619 4.625 4.922

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

2,698.901 2,085.484 1,858.333

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

736,800 517,200 557,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.077 0.077

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 496,800 0 0

一般職員工数(人/年) 0.054 0.000 0.000

277,200

決算額 240,000 240,000

496,800 277,200 269,500

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

240,000 240,000

当初予算額 240,000 240,000 288,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

講座開催数 回 目標値

成
果

参加人数 人

名称

説明

10 10 12

講座の企画しやすさから、２３年度は回数を増やした。 実績値 10 10

目標値 260 260 300

ほとんどの講座が定員を超える参加人数になってい
る。

実績値 273 248

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

予算面でも講座を企画しやすく、テーマも様々で連続講座も組みやすい。
現状を維持しつつ、自主グループの立ち上げの手助け等を積極的に行っていきたい。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

269,500

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

（ 平日の午前中開催から土日も開催し参加人数を拡大できるか検討している。

（ 座学だけでなく、野外学習を取り入れることが可能か検討中である。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

参加者の参加率も高くそれだけ市民にとって興味のある内容であったと思う。映像を見ながらの
講義であったので、視覚的にも歴史的な考察ができた。

）

過去の歴史を振り返り、日本人がどのように過ごしたのかを検証する。

市内在住・在勤・在学者

市民主導で講座を開設する。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

通り一遍の歴史を学習するのではなく、歴史的な事件と人物、社会状況にスポットをあて、その当
時の映像を見ながら解説したので、理解を深めることができた。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

小金井市公民館条例第４条２項、社会教育法第22条1項

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

209.2事 務 事 業 名 市民講座事業（貫井南分館）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

昭和の戦前、戦後期の映像を見ながら、1940年代～60年代の政治や人々の生活を振り返り、激
動の時代を多くの日本人がどのように過ごしたのかを検証する。

）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

大関勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

貴重な映像を見ながらの講義なので、若い世代や学生にも参加してもらえたらと常々考えてお
り、広報活動も市内大学等へのチラシ配布を検討する。

）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 2,512,000 2,434,000 2,330,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 22.565 21.767 20.569

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

27,304.348 18,300.752 15,533.333

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

2,512,000 2,434,000 2,330,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 2,392,000 2,314,000 2,210,000

一般職員工数(人/年) 0.260 0.260 0.260

0

決算額 120,000 120,000

2,392,000 2,314,000 2,210,000

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

120,000 120,000

当初予算額 120,000 120,000 120,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

募集事務 人 目標値

成
果

実際に出席した延べ人数 人

名称

説明

30 30 30

市報、ポスター、チラシ、月刊こうみんかん 実績値 29 34

目標値 150 150 150

実際に出席した延べ人数 実績値 92 133

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

この講座はシリーズ化しており、平成21年度は1940年から1951年、平成22年度は1946年から1960年と順を追って行った。映像
を見ながらの講義と学校ではあまり触れることのないことへも掘り下げての話であるため、受講者には大変好評である。今後
は、座学だけでなく見学も取り入れながら変化に富んだ講座を開催していこうと考えている。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

いかに参加者の少ない講座に人を集めるかを検討。チラシや広報の他に来館者への呼びかけ
や、学校、その他公共機関以外の施設、掲示板の活用などを行うことを検討する。

）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

大関勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

言葉は身近な生活課題であり地域の課題でもある。日本の言葉の文化・現状を学び普段の疑問
や問題を解決する。

）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

209.3事 務 事 業 名 市民講座事業（東分館）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

小金井市公民館条例第4条2項、社会教育法第22条1項

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち(文化と教育)

日本の言葉の文化・現状を学ぶ。

市内在住・在勤・在学の方

市民主導で講座を開設する。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

普段何気なく使っていた言葉の中で違和感に感じていたことがあり、戸惑うこともあったが、大変
参考になる講座となった。

（ 参加者数が講座の内容によってばらつきがある。

（ 毎年どのような講座にするか地域や国の情勢を考慮し検討している。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

参加者の参加率も高くそれだけ市民にとって興味のある内容であったと思う。参加者の日頃の疑
問点を解決でき、内容も充実した内容となった。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

平成２１年度は環境問題について、平成22年度については日本語の問題について講座を行った。市民の興味のある事の他に
も市民に必要な知識を身につけてもらう場となっており、今後もつづけていくことが必要な講座である。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 200 200 400

実際に出席した延べ人数 実績値 140 151

40 40 40

市報、ポスター、チラシ、月刊こうみんかん 実績値 43 38指
標
１

活
動
量

募集事務 人 目標値

成
果

実際に出席した延べ人数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

120,000 120,000

当初予算額 120,000 120,000 240,000

決算額 120,000 120,000

2,677,200 2,589,900 4,947,000

100.00%100.00%

0

一般職員人件費 2,677,200 2,589,900 4,947,000

一般職員工数(人/年) 0.291 0.291 0.582

0

2,797,200 2,709,900 5,187,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

19,980.000 17,946.358 12,967.500

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 25.127 24.234 45.791

0 0 0

純支出額　C(A-B) 2,797,200 2,709,900 5,187,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

　実施方法についての見直し
　会場規模の都合で４０人までの申込順による募集だったが、申込開始間もなく多数の申込があ
りすぐに定員に達してしまった。
　電話がつながらず、直接来館による申込が出たほどだったため、人気が見込まれる講座は多
数抽選による申込にすべきであった。

）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関　勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

大衆文学の源流から、成熟までを学び、大衆文学の名作への理解を深めることで評価を得る。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

209.4事 務 事 業 名 市民講座事業（緑分館）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法、小金井市公民館条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

娯楽文学とも呼ばれている「大衆文学」・・・。その時代の名作の内容を理解していただくとともに「大衆文
学」の源流から成熟までの流れを学び、文学への愛着を深めていただくことを目的とする。

市内在住、在勤、在学者。定員40人

「大衆文学の成熟―近代から現代へ―」
９月から１０月まで、月曜日の５回講座を行う。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

目標に沿った内容で実施した。

（
講座を通して仲間づくりに寄与し、地域とのつながりを深めていきたい。人気の見込める講座は、
多数抽選による申込にしたい。

（ アンケート、担当者の気づいたことなどを通して、内容の検討を行っている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

多数の参加者から、大変充実した講義で、文学への愛着が深まったなどの感想をいただいたこと
で、評価を得た。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値 100 100

0

100

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

　本事業は、参加者たちが集い、共に学ぶことで学習への意欲を引き立て、多様な学びが人と人を結びつけ地域の活性化へと
つながっていくことを目指している。講座の内容、日程等について改善を重ねてきているので、現状維持とする。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

90 40 40

定員数を目標としているが、申込順としていたため、定
員数までの実績値となる。

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

全員、毎回出席することを目標としている。 実績値 71.2 88.5

実績値 85 40指
標
２

活
動
量

「市民講座」事業申込数 人 目標値

成
果

「市民講座」事業出席率 ％

目標値 90 40 40

平成21年度は、二つの講座に分け、それぞれ定員が40
人と50人となっている。

実績値 85 40

5 5 5

実績値 5 5指
標
１

活
動
量

「市民講座」事業開催回数 回 目標値

成
果

「市民講座」事業受講者数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

120,000 120,000

当初予算額 120,000 120,000 120,000

決算額 120,000 120,000

1,840,000 1,780,000 1,700,000

100.00%100.00%

0

一般職員人件費 1,840,000 1,780,000 1,700,000

一般職員工数(人/年) 0.200 0.200 0.200

0

1,960,000 1,900,000 1,820,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

18,200.000

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

23,058.824 47,500.000 45,500.000

27,528.090 21,468.927

市民１人当たりコスト　(C/人口) 17.607 16.992 16.067

0 0 0

純支出額　C(A-B) 1,960,000 1,900,000 1,820,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

（

（ 多くの分野において、学習が必要なことが求められている。毎年、テーマを変えて実施している。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

延べ受講者数　１７０人 ）

さまざまな分野における専門的な課題の学習に対する市民要望に応える。

市内在住、在勤、在学の方。（一部、他市の市民）

東京学芸大学と提携し、大学講義室において講座を4回開催。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

地震の起きる確率がきわめて高いことを認識していただき、地震への備えについて理解を深める
ことが出来た。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのまち（文化と教育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第２２条、小金井市公民館条例第４条

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

210事 務 事 業 名 成人大学事業（本館）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

日本列島が活動期に入ったことを受け、地震のメカニズムと地球の内部構造を学ぶ。あわせて、
地震への備えを学ぶ。

）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　□行っている（具体的内容を下欄に記入）　■行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関　勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

現代社会には、さまざまな課題があり、かつその一つひとつが高度な専門的知識を必要としてい
る。毎年、テーマを変えて、専門的な学習を行っている。

）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 556,000 541,000 521,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 4.995 4.838 4.599

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

919.008 3,182.353 651.250

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

556,000 541,000 521,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 460,000 445,000 425,000

一般職員工数(人/年) 0.050 0.050 0.050

0

決算額 96,000 96,000

460,000 445,000 425,000

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

96,000 96,000

当初予算額 96,000 96,000 96,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

講座開催日数 日 目標値

成
果

講座参加人数 人

名称

説明

4 4 4

　 実績値 4 4

目標値 800 800 800

講座参加者は少ないことが予想されたが、大切な課題
であるので、実施することにした。

実績値 605 170

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

　地震への備えについての講座は、必ずしも人気のあるテーマではない。しかし、日本列島が地震の活動期に入り大地震の起
こる確率がきわめて高い現状に鑑み、あえて地震をテーマとすることとした。地球の内部構造とデータ解析を専門としている講
師の話を聞くことによって、大地震が目前に迫っていることへの共通の理解を得ることが出来た。あわせて、地震への備えにつ
いての学習をすることができたことが、収穫である。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

いかに参加者の少ない講座に人を集めるかを検討。チラシや広報の他に来館者への呼びかけ
や、学校、その他公共機関以外の施設、掲示板の活用などを行うことを検討する。

）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

大関勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

小金井市の財政状況を調べ、理解する。今回はその初歩を学ぶ。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

210.2事 務 事 業 名 成人大学事業（東分館）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

小金井市公民館条例第4条2項、社会教育法第22条1項

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち(文化と教育)

地方自治体の財政状況を理解し改善すべき点を学び、市民参加を進める。

市内在住・在勤・在学の方

市民主導で講座を開設する。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

参加者の感想より財政を学ぶ意欲がでた等の意見を貰うことができた。

（ 参加者数が講座の内容によってばらつきがある。

（ 毎年どのような講座にするか地域や国の情勢を考慮し検討している。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

市民がまちの財政について学び、まちづくりに参加するきっかけを作るという意義のある講座だっ
たが、参加者が少なかったことが残念だった。次年度も引き続き開催するため、参加者をいかに
集めるか課題が残った。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

平成２１年度は裁判員制度について、平成22年度については市の財政状況について講座を行った。市民の興味のある事の他
にも市民に必要な知識を身につけてもらう場となっており、今後もつづけていくことが必要な講座である。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 200 200 400

実際に出席した延べ人数 実績値 50 54

40 40 40

市報、ポスター、チラシ、月刊こうみんかん 実績値 18 18指
標
１

活
動
量

募集事務 人 目標値

成
果

実際に出席した延べ人数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

120,000 120,000

当初予算額 120,000 120,000 240,000

決算額 120,000 120,000

2,677,200 2,589,900 4,947,000

100.00%100.00%

0

一般職員人件費 2,677,200 2,589,900 4,947,000

一般職員工数(人/年) 0.291 0.291 0.582

0

2,797,200 2,709,900 5,187,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

55,944.000 50,183.333 12,967.500

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 25.127 24.234 45.791

0 0 0

純支出額　C(A-B) 2,797,200 2,709,900 5,187,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

（ 小さなお子さんがいる人の参加が難しい

（ アンケート等で、改善点があるか検討している

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

知床世界自然遺産地域のシカの急増が植生に与える影響と管理、環境汚染の中の野生動物、
代謝異常（酸化ストレス）と加齢性変化および病態発現との関連性について、動物に使う薬につ
いて、ペットにもある皮膚病・ペットからうつる皮膚病

）

市民生活に関連した課題について大学と市が連携し、学問的な視点から講座を開催する

高校生以上

９月から１０月、東京農工大学小金井キャンパスを会場に実施。全５回。講師はその都度変わる。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

講義の内容は難しかったと思うが、講師がわかりやすく説明してくれたので、動物についての知識
を深めることができた。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第２２条、小金井市公民館条例第４条

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

210.3事 務 事 業 名 成人大学事業（緑分館）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

ペットの医療や野生動物の最先端の研究について学ぶ ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関　勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

今年度は、子どもが泣いたら外に出ていただく等の対応をした。今後、小さなお子さんのいる参加
者が増えれば、保育をつける等の対応を検討したい。

）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 515,600 225,660 225,660

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 4.632 2.018 1.992

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

3,305.128 1,623.453 644.743

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

515,600 225,660 225,660

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 105,660 105,660

一般職員人件費 395,600 0 0

一般職員工数(人/年) 0.043 0.000 0.000

0

決算額 120,000 120,000

395,600 105,660 105,660

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

120,000 120,000

当初予算額 120,000 120,000 120,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

講座開催日数 日 目標値

成
果

講座参加人数 人

名称

説明

5 5 5

実績値 5 5

目標値 350 350 350

実績値 156 139

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

大学の構内で、大学教授から最新の研究内容を聞くことができるので大変意義のある講座である。動物医療は大変身近なテー
マである。動物を飼っている方や動物好きの参加者も多く、最新の研究の情報が聞けて、大変満足されていた。定員が70名で
あったが、土曜日の開催で、時期的に運動会等の他の催しものと重なり、欠席者が多かったことは残念である。また、応募した
いも少ないので、広報等の工夫をしてもう少し受講者を増やしていきたい。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　■その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

事業区別等、公民館内で考え直すべきだと思う。
事業目的は、何十年も変わっていない。

）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

受講することで、その後の生活を潤し、地域での情報交換や仲間作りをめざす。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

211事 務 事 業 名 成人学校事業（本町分館）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法　・　小金井市公民館条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館本町分館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

日常生活に役立つ教養・知識の向上を図るとともに生活技術・職業技術を習得する。

市内在住・在勤・在学者　３０人又は２０人　（菜園教室は、２４人）

講師による講義・実践

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

受講後に、自主サークルが立ち上がるものもあった。

（ 講師謝礼が一番低いこともあり、講師の担い手を見つけるのが難しい。

（ 講座終了後にアンケートを行い、回答をもとに企画実行委員会で見直しをおこなっている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

初めてのプリザーブドフラワー　２２人・初心者のためのスポーツ吹矢　３２人（２回）
多摩の歴史から小金井を見る　９０人（３回）・長生きから楽しい長生きに　２７人
菜園教室　８８３人（４４回）

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

各講座ともに人気のあり、参加率も多く、自主グループが出来る等、一定の成果が出ている。
しかし、低コストのため、講師選任が難しくなっていて、この先どこまで維持できるかが課題だと思う。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 1056 1056 1056

通年の講座だが、参加率が年々上がっている。 実績値 818 883

44 44 44

毎週１回の開催を維持。通年ではほぼ同回数。 実績値 44 44指
標
１

活
動
量

講座開催数（菜園教室） 回 目標値

成
果

参加率 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

174,200 224,000

当初予算額 176,800 224,800 222,900

決算額 174,200 224,000

1,416,800 1,166,832 1,175,882

99.64%98.53%

181,382

一般職員人件費 1,416,800 1,041,300 994,500

一般職員工数(人/年) 0.154 0.117 0.117

0

1,591,000 1,390,832 1,398,782

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 125,532

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

1,944.988 1,575.121 1,324.604

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 14.292 12.438 12.349

0 0 0

純支出額　C(A-B) 1,591,000 1,390,832 1,398,782

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。　■ある　　→課題・問題点を見直す具体的手法は
何か。（選択し具体的内理者　□その他　□ない（行わない理由を下欄に記入）

講座の参加者20数人のため、11万市民にどれだけ浸透できるか努力したい。 ）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

大関勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

市内で生産された野菜等を市内で加工し、商品されつつある。野菜作りをする。少しではあるが、
固定種の栽培をする。

）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。　■行っている（具体的内容を下欄に
記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

211.1事 務 事 業 名 成人学校事業（貫井南分館）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法22条、小金井市公民館条例4条2項

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのまち（文化と教育）

　農地がマンションや駐車場に変わっていく姿を見て、何か対策はないものか、農地（緑地）に何か付加
価値を見いだし、農産物と経済の均衡をとる、一つの事例としたい。参加者の農作物作りの体験をする。

　市内在住、在勤、在学の方

　東京学芸大学環境実践施設農場の一部の畑を借りて野菜作りを実施する。ただし、今は、少なくなった
江戸・明治に盛んに生産された種、苗が入手でき次第生育させ、現在の作物と比較等研究する。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

江戸野菜を使った弁当・菓子等がすこし出回ってきた。野菜作りの楽しさか゛理解できるようになっ
た。

（ 農作物を作る、生産することは、一年間で一サークルなので日数がかかる。

（
平成16年に成人大学「江戸野菜で元気に」の座学として生まれた。現在は、実践として、野菜を作
り、地場野菜の良さを市民に理解をもとめている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

少なくなった農地（緑地）をと農地としておくために、市民に地元で生産された野菜等の理解を深
める。講座の出席率がいい。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

2,331,000再任用職員人件費 1,998,000

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

　講座に参加すればするほど、理解がふかめられ、参加率が高くなる。講師他この講座の理解者に支えられている。こんごとも
続けることにより、多くの市民に安全な食べ物（野菜）の理解を深める。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 75 75 75

通年の講座のため、通じて理解が深められる。 実績値 82 87

45 45 45

毎週1回開催。ただし、冬は必要に応じて開催。 実績値 47 48指
標
１

活
動
量

講座開催数 回 目標値

成
果

参加率 ％

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

240,000 240,000

当初予算額 240,000 240,000 240,000

決算額 240,000 240,000

1,998,000 2,397,600 2,331,000

100.00%100.00%

0

一般職員人件費 0 0 0

一般職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

2,397,600

2,238,000 2,637,600 2,571,000

再任用職員工数(人/年) 0.666 0.666 0.666

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

27,292.683 30,317.241 34,280.000

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 20.104 23.588 22.697

0 0 0

純支出額　C(A-B) 2,238,000 2,637,600 2,571,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

保育付き講座の意義を参加者に理解していただき、徹底すること。 ）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方

法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

大関　勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

手づくりに挑戦しながら、ストレス解消と仲間づくりを目指します。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

211.2事 務 事 業 名 成人学校事業(東分館）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第２２条の一
小金井市公民館条例  ４条（１）

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

日ごろのストレスを解消し、楽しみながら仲間を増やすことを目指します。

市内在住の方 20人　(１０人まで保育あり）

アロマテラピーとハンドマッサージ、クッキング、ポプリ作り　３回講座いずれも火曜日、午前中。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

３０代が圧倒的に多く、子育てのはなしをしながら楽しい実技講座でした。

（ 保育付きの講座にもかかわらず、保育室を利用しない参加者がいた。

（ 若い年代の参加者が定着するような企画内容を検討する。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

アロマテラピー＆ハンドマッサージの実技、ハーブで美味しくクッキング、香りいっぱいエンジェル
シューズ作り。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

子育て中の参加者が半数で、保育者を増員し講座に集中していただきました。仲間づくり、交流目的がはたされました。今後も
公民館に定着するような企画内容にする。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 45 60 未定

実際に出席した延べ人数 実績値 41 53

15 20 20

市報、ポスター、チラシ 実績値 15 23指
標
１

活
動
量

募集事務 人 目標値

成
果

実際に出席した延べ人数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

48,000 95,250

当初予算額 48,000 95,250 76,350

決算額 48,000 95,250

317,000 317,000 321,600

100.00%100.00%

321,600

一般職員人件費 0 0 0

一般職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

0

365,000 412,250 397,950

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 317,000 317,000

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

8,902.439 7,778.302 #VALUE!

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 3.279 3.687 3.513

0 0 0

純支出額　C(A-B) 365,000 412,250 397,950

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　■市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

予算の増加、あるいは自主サークル主催の自主講座として実施する。 ）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

大関　勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

自宅の庭木の剪定ができる基礎的技術を身につけながら、参加者相互の交流を図る。また、さら
に技術の向上を図りたい人のために、公民館自主サークル「みどり剪定サークル」への加入を促
す。

）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

211.3事 務 事 業 名 成人学校事業（緑分館）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法、小金井市公民館条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

木々それぞれの特徴に応じた庭木剪定の知識と技術、植栽の方法を学ぶ

市内在住、在勤、在学の方、２０名

「庭木剪定入門」、全６回、１回２時間の講座。座学と野外での実習、質疑応答。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

各参加者が庭木剪定の基礎的技術を身につけた。また、参加者の一部が「みどり剪定サークル」
へ加入した。

（ 人気講座であるため、毎年度抽選となる。秋の剪定を学びたいというニーズがある。

（ 実施回数を８回から６回へ変更。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

　①庭木剪定について（概論）・道具の手入れと使い方　②庭木剪定実習・基礎編１（仙川緑地）
③庭木剪定実習・基礎編２（公民館緑分館）　④庭木剪定実習・実践編１（市立小金井第二小学
校）　⑤庭木剪定実習・実践編２（公民館緑分館）　⑥庭木剪定まとめ（室内実習・質疑応答）

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

毎年抽選になるほどの人気の講座である。予算面で回数が確保できれば、年に２度行うなど、市民のニーズに対応できる。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 160 120 120

当該年度の講座における延参加者数 実績値 159 112

8 6 6

当該年度の講座実施回数 実績値 8 6指
標
１

活
動
量

実施回数 回 目標値

成
果

延参加者数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

64,000 64,000

当初予算額 64,000 64,000 64,000

決算額 64,000 64,000

395,600 382,700 365,500

100.00%100.00%

0

一般職員人件費 395,600 382,700 365,500

一般職員工数(人/年) 0.043 0.043 0.043

0

459,600 446,700 429,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

2,890.566 3,988.393 3,579.167

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 4.129 3.995 3.792

0 0 0

純支出額　C(A-B) 459,600 446,700 429,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

（

（
毎年公民館の企画実行委員によりテーマを提案していただき、講座にふさわしいものを吟味し実
施している。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

延べ受講者数　１４９人（男性１４名、女性４４人） ）

市民のニーズに応えられるために多彩なテーマ（歴史、哲学、健康、環境、芸術など）を取上げ実施する
こと。

市内在住、在勤、在学の方。

芸術（絵画）をテーマに講座を３回実施。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

この年度は、芸術部門をテーマに取上げ今までにない切り口で講座を実施した。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのまち（文化と教育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第２２条、小金井市公民館条例第４条

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

677事 務 事 業 名 成人学校事業（本館）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

上記目的の内容と同様。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関　勝広

■環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

毎年、テーマ、講師等を検討し実施している。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 167,600 163,700 158,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 1.506 1.464 1.399

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

6,704.000 2,822.414 880.556

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

167,600 163,700 158,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 119,600 115,700 110,500

一般職員工数(人/年) 0.013 0.013 0.013

0

決算額 48,000 48,000

119,600 115,700 110,500

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

48,000 48,000

当初予算額 48,000 48,000 48,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

講座開催日数 日 目標値

成
果

講座参加人数 人

名称

説明

3 3 3

実績値 3 3

目標値 180 180 180

他の講座も同様に参加者数だけで評価をすることは難
しいと考える。

実績値 25 58

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

講師の解説が受講者の求めているものと一致し、受講者の聞き入る姿勢が熱心であった。アンケートを集計した結果、再度受
講したいという意見が多かった。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

（

（ 実施当初は学習色が強かったが、現在は遊びを通じて異文化交流を行っている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

延べ受講者数　８６人 ）

・国籍・世代を問わない、異文化交流事業として実施。

市内在住、在勤、在学の小学生以上の方。

ボランティアスタッフ４人で年間（１１回）のプログラムを検討実施。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

各回多様な遊び（チェーンゲーム、七夕飾り作り、料理等）を通して異文化交流や社会性を養えた
と考える。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのまち（文化と教育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第２２条、小金井市公民館条例第４条

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

763事 務 事 業 名 にほんごで国際交流（本館）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

国籍・世代を問わない、異文化交流事業としている。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関　勝広

■環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

ボランティアスタッフがプログラミングし行っている。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 639,400 625,300 606,500

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 5.744 5.592 5.354

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

4,807.519 3,908.125 1,684.722

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

639,400 625,300 606,500

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 432,400 418,300 399,500

一般職員工数(人/年) 0.047 0.047 0.047

0

決算額 207,000 207,000

432,400 418,300 399,500

100.00%100.00%

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

207,000 207,000

当初予算額 207,000 207,000 207,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

講座開催日数 日 目標値

成
果

講座参加人数 人

名称

説明

11 11 11

実績値 330 330

目標値 300 360 360

毎回参加人数にばらつきがあるので今後ＰＲが必要と
考える。

実績値 133 160

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

この事業を通し、外国の方には日本語と日本文化を、日本の方には世界の多様な言葉と文化を、国際感覚や相手を思いやる
社会性を養う場を提供し、多様な国籍の人々にとって住みやすい小金井のまちづくりを目指すことで実施している。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

（

（
多摩・島しょ地域力向上事業の実施方法に沿って３年間の予定で実施しているものであって、見
直す予定はない。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

延べ受講者数３６１人 ）

地域センターの施設と活動に関する学習を通して、市民同士の交流の場を提供するとともにサークルや
町会の活性化に資することを目的とする。

市内在住、在勤、在学の方。

講座を14回開催。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

社会教育の本質についての学習を深めることが出来たことに加えて、ワークショップを通して参加
同士の交流と親睦を深めることが出来た。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのまち（文化と教育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第２２条、小金井市公民館条例第４条

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

809事 務 事 業 名
地域コミュニティセンター施設研究講座（多摩・島しょ地域力の
向上事業）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

地域センターが社会教育施設であることから、社会教育について学ぶとともに、ユニバーサルデ
ザインや若者の居場所について学ぶことを目的とした。

）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　□行っている（具体的内容を下欄に記入）　■行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関　勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

課題、問題点はないため。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 0 1,177,800 1,177,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 0.000 10.533 10.391

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

#VALUE! 3,262.604 4,359.259

#DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

0 1,177,800 1,177,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 0 801,000 765,000

一般職員工数(人/年) 0.000 0.090 0.090

0

決算額 0 376,800

0 801,000 765,000

100.00%#DIV/0!

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

0 376,800

当初予算額 0 376,800 412,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

講座開催日数 日 目標値

成
果

講座参加人数 人

名称

説明

― 14 9

講座目標の達成のための必要な回数は確保できた。 実績値 ― 14

目標値 ― 420 270

テーマにより参加者数にばらつきがあった。 実績値 ― 361

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

　地域センターは、社会教育施設であるため、社会教育に対する理解を深める講座を企画した。また、将来、地域センターで活
動する予定のある、利用者の親睦と交流も目的とした。ワークショップを取り入れた講座が好評で、学びながら自然に参加者の
相互理解が進んだことが大きな成果であった。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

（ 参加者の思い描いていた内容と、実際のレッスン内容との差（レベルが高いという意見あり）

（ アンケート結果をもとに会議で話し合っている。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

英会話レッスン１２回、レクリエーション４回（ハロウィンパーティー・料理・クリスマスパーティー・閉
校式）

）

団塊の世代の方々が、楽しみながら地域と関わり、共通の趣味を持つ仲間と出会うため。

市内在住のおおむね５０代、６０代の方。

１０月から２月まで、金曜日の１０時から１２時１５分まで、全１６回。英会話のレッスンはレベル別に２クラ
スに分け行う。講師は１人。

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

短期間にも関わらず、参加者はそれぞれレベルアップできたと思う。また、レクリエーションを通じ
参加者同士のコミュニケーションも図れた。

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法、小金井市公民館条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

810事 務 事 業 名
団塊の世代地域デビュー講座（多摩・島しょ地域力の向上事
業）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

トラベル英会話の習得と仲間作り。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関　勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

参加者に都度ヒアリングをする等の工夫をする。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 0 99,112 146,112

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 0.000 0.886 1.290

0 478,000 384,000

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

#VALUE! 471.962 761.000

#DIV/0! #DIV/0!

0 239,000 192,000

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 239,000 192,000

0 577,112 530,112

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 338,112 338,112

一般職員人件費 0 0 0

一般職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

0

決算額 0 239,000

0 338,112 338,112

100.00%#DIV/0!

平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

0 239,000

当初予算額 0 239,000 192,000

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度

指
標
１

活
動
量

講座開催日数 日 目標値

成
果

講座参加人数 人

名称

説明

― 16 12

実績値 ― 16

目標値 ― 256 192

講師が指導可能な最大人数とした。 実績値 ― 210

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

トラベル英会話というテーマだったので、旅行という共通の趣味を持つ方が集まった。レッスンやレクリエーションを通じ、参加者
が交流を深め、講座終了後サークル活動へと発展したことが大きな成果であった。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

名称

説明

目標値

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　■その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

同じような学級を設置している市内の他館とも共通の課題であり、公民館全体として検討するべ
きである。また参加者や他の市民にも投げかけ、課題の共有化をはかり、市民要望に沿った形で
の対策を実施する必要がある。安易な前年踏襲を廃し、積極的に新しい施策に挑戦するべきと考
える。

）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

大関勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

地域の仲間づくりの推進。 ）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

811事 務 事 業 名 高齢者の生きがい講座（多摩・島しょ地域力の向上事業）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法第２２条の一
小金井市公民館条例第４条⑴

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

地域の高齢者が生きがいある毎日を過ごすための場を提供し、地域の仲間づくりをめざす。

おおむね６０歳以上の地域住民。

年間２０回の学級を開設し、講義や実技講習、音楽鑑賞、野外研修等の事業を行う。班を編成し、当番や
野外研修時の集合等、班活動を推進する。、

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

各回の企画や班活動に際して参加者の積極性が見られ、互いの親睦が深まり、地域の仲間づく
りが前進したこと。

（ 欠席者が多いこと。企画内容のマンネリ化。

（
班による当番制で会場設営と片付けを実施、野外研修時に班毎に集合・行動する、講義の際に
も班毎に席を設置する等、班活動を強化したこと。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

野外研修「お花見」、健康体操、三線演奏会、みんなで歌いましょう、解説『坂の上の雲』、歴史講
話「竜馬伝」、市長の話、ハーブを楽しむ、時事問題、野外研修「鮮魚買出しとつくば植物園見
学」、健康講話、野外研修「富岡製糸場見学」、地域の歴史を学ぶ、津軽三味線公演など。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

①２２年度から自主運営化したため人数は減少したが主旨に賛同する人たちによる新しい学級となり、参加意欲が高まり、仲間
づくりが進む結果となった。②欠席者が多いことが課題である。大きな原因として参加者の高齢化がある。③事業内容はマンネ
リ化を廃し積極的に新企画に挑戦してきたが、これからも参加者の要望を取り入れつつ新企画を進めていきたい。④班活動をさ
らに充実させ、仲間づくりを一層深めていきたい。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 800 800 800

21年度に2クラスで実施したうちの一つとして設置、22
年度は自主運営化したため人数は減少した。

実績値 776 598

40 40 40

市報、ポスター、チラシ、月刊こうみんかん 実績値 59 46指
標
１

活
動
量

募集事務 人 目標値

成
果

実際に出席した延べ人数 人

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

240,000 355,000

当初予算額 240,000 355,000 318,000

決算額 240,000 355,000

3,992,800 3,862,600 3,689,000

100.00%100.00%

0

一般職員人件費 3,992,800 3,862,600 3,689,000

一般職員工数(人/年) 0.434 0.434 0.434

0

4,232,800 4,217,600 4,007,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 355,000 318,000

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

5,454.639 6,459.197 4,611.250

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 38.023 34.543 32.567

0 355,000 318,000

純支出額　C(A-B) 4,232,800 3,862,600 3,689,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　■その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

平成２３年度は、実施設計書を作成するための討議であるため、平成２２年度より建設設計上専
門的な分野での検討になるため、従来建築営繕課や設計業者間で決定してきた内容について、
どの部分を市民に選択枝をあたえられるか等を事前に綿密にうちあわせていく必要があることか
ら、関連課（建築営繕課、図書館、設計事務所）との連携、検討が今以上に必要になると思われ
る。

）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　■ハード　□内部管理　□その他

大関　勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

(仮称）貫井北町地域センターの建設の基本設計をするにあたり、市民ニーズに沿った公共施設建設をめざ
すため、(仮称）貫井北町地域センター建設市民検討委員会を設置し、設計業者を交え、基本設計書を作成
する。

）

（

平成22年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２３年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２２年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

812事 務 事 業 名
（仮称）貫井北町地域センター建設基本設計市民検討委員会運
営事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

(仮称）小金井市貫井北町地域センター建設市民検討委員会設置要綱

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館（庶務係山崎） 担 当 課 長

実 施 形 態 □全部直営　　■一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成22年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

(仮称）貫井北町地域センターの建設設計等をするにあたり、市民ニーズに沿った公共施設建設をめざ
す。

(仮称）貫井北町地域センター建設基本設計業務を委託した建設事業者が市民からの意見、質問に対し
て、資料の提供等、コンサルティング業務を行い、市民の総意を反映した設計を行う。

１）学識経験者２名、地元町会１名、地元自治会１名、社会教育関連審議会等委員３名、公募市民６名の合計１３名で
構成される(仮称）貫井北町地域センター建設市民検討委員会を設置し、(仮称）貫井北町地域センター建設市民検討
委員会を９回開催することによる検討（当初予定）　２）市民の声を聴く会を３回実施
３）障害者の視点からのご意見を聴く会を１回実施

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

８回の検討委員会の開催及び市民の声を聴く会、障害者団体の視点からの意見を聴く会の開催
により、市民の意向を設計業者に伝え、基本設計(概要版）に反映させることができた。

（
予算に限りのある中でいかに多様な市民ニーズを反映した施設建設が可能か、建設設計事業者のコンサルタントと建築営繕課の専門的な視
野による助言を得て進めていかざるを得ないが、建築営繕課でも前例がないだけに、どの場面でどのように市民に理解を得ていくべきか等の
適切な想定が困難であり、試行錯誤の連続であった。今後の実施設計を検討していく上では、建築営繕課との事前の綿密な打ち合わせが鍵を
握るものと思われる。

（
傍聴者からの要望があったので、市民検討委員会に諮り、傍聴者が質問書の提出を希望した場合には受付
け、必要と判断される場合は、質問書の回答を作成し、次回の審議会で資料として配付することとした。また、
当初は想定していなかった障害者の視点からのご意見を聴く会を実施。

）

平成22年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

１）市民検討委員会を８回実施（９回目は震災による計画停電により会議室が使用できなくなった
ため中止）　２）市民の声を聴く会を３回実施　３）障害者の視点からのご意見を聴く会を１回実施
４）(仮称）貫井北町地域センター建設基本設計及び(概要版）を作成し、概要版をホームページに
掲載。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値 - 完成

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

（仮称）貫井北町地域センター建設については、平成22年度に8回開催した市民検討委員会による討議及び３回の市民の声を聴く会にて集約
された意見をもとに、基本設計が作成されたところである。平成23年度は、基本設計をもとに更に詳細について、実施設計書を作成するための
討議を重ねていき、その結果を受けて平成24年度に工事着工に進める予定である。実施設計は、市民からの意見を伺う以前に、主官課が、建
築設計事務所や建築営繕課の専門的な力量に助けを借りて、事前の調整をどう持ち、すすめていくかがとても重要である。前例のない業務だ
けに、何を気をつけておくべきかを慎重に討議し、予算の範囲内でニーズを反映させた有意義な討議を繰り広げられるように、関連課の協力を
得て慎重にすすめていきたいところである。　　　※平成24年度は市民検討委員会は終了しているので廃止とした。

今後の方針　（活動量：平成24年度の活動量の方針）　（予　算：平成23年度と比較した平成24年度の予算の方針）

- 完成 実施設計

図書館部門（各部門のゾーン分け）、公民館（各諸室の構成、
規模、配置）、共用部分の配置等を環境に配慮し、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ
ﾃﾞｻﾞｲﾝの視点を持った基本計画を作成

活動量 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　■廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　■廃止

専門家の様々なアドバイスのもと、市民のご意見を反映させる
よう図面を法規上の基準を満たした中で、何度も書き直した案
を提示していただき、検討することができた。

実績値 - 完成

実績値 - 完成指
標
２

活
動
量

（仮称）貫井北町地域センター建設基本設計
（概要版）の作成

目標値

成
果

（仮称）貫井北町地域センター建設基本設計（概要
版）の完成、配付、ホームページに掲載し、市民に公
表

目標値 - ９回＋１回

環境に配慮し、ユニバーサルデザインの視点を持って設計を
行う方針に基づき、専門的な視点によるアドバイスのもとで、
市民のご意見を可能な限り反映する討議を重ねることができ

実績値 - ８回＋４回

- ９回＋１回 ６回

（仮称）貫井北町地域センター建設にあたり、市民ニーズを反
映した基本設計を作成するため、建設設計事務所のコンサル
タントのもとに検討する。

実績値 - ８回＋４回指
標
１

活
動
量

(仮称）貫井北町地域センター建設市民検討委
員会開催及び市民の声を聴く会開催

目標値

成
果

(仮称）貫井北町地域センター建設市民検討委
員会開催及び市民の声を聴く会開催

名称

説明

平成２３年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２２年度事業）

指標 単位 値 21年度 22年度 23年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度（計画）

歳
出

0 11,247,965

当初予算額 0 11,410,000 28,440,000

決算額 0 11,247,965

0 6,247,800 4,250,000

98.58%#DIV/0!

0

一般職員人件費 0 6,247,800 4,250,000

一般職員工数(人/年) 0.000 0.702 0.500

0

0 17,495,765 32,690,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 5,670,000 22,100,000

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

#VALUE! #VALUE! #DIV/0!

#VALUE! #VALUE!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 0.000 105.757 93.489

0 5,670,000 22,100,000

純支出額　C(A-B) 0 11,825,765 10,590,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率


